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ラミ14 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (I)

挿図番号 法量 (単位 i cm,g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

104-- 1
長さ(133)幅  6.2
厚さ 45 重さ 600

玄武岩系
ハー5区
弥生前期

完成品。折損品。胴身は敲打後、丁寧な研磨。刃縁
は丁寧な研磨により、先端は使用により少々欠損、
磨滅、使用痕あり。

2
長さ 20.0 幅  6.0
厚さ 3.9 重さ 805

A-4区
弥生中期

豆
F]そ;:;士あξ七旨

'ユ

!騨 こ鶴需磯暑藉冑醤ダ?劇
しれない。葛劃喘は敲打のみ。刃線 は丁寧な研磨により、き
れいな弧状を星する先端には使用痕・ 丈損・磨滅がある^

105-- 3 長さ 16.5

厚さ 4.5
幅  5,8
重さ 700

B-2区
弥生中期

完成品。頭部と刃部を欠 く。

4
長さ 126 幅  61
厚さ 48 重さ 610

ロー6区
弥生中期

完成品。刃部を欠 く。

5
長さ 140
厚さ 37

幅  5.0
重さ 480

ロー 4区
弥生中期

完成品。刃部を欠く。

6
長さ 13.9 幅  60
厚さ 4.1 重さ 700

ハー 5区
弥生前期

完成品。頭部と刃部を欠く。

7
長さ 148 幅  5.6
厚さ 43 重さ 690

リー 3区
弥生後期

完成品。刃部を欠く。

8
長さ 12.6 幅  4.7
厚さ 35 重さ 350

完成品。刃部を欠く。頭部付近に柄を着装していた
痕跡が残る。

106-- 9
長さ 15,0

厚さ 43
幅  6.4
重さ 660

ロー 5区
弥生中期

完成品 ?

長さ 12.2

厚さ 4.2
幅  5.9
重さ 525

チー 4区
弥生後期

完成品 ?

長さ 12.5 幅  42
厚さ 3.3 重さ 335

ロー 4区
弥生中期

完成品。全体の2/3が残る。

長さ 16.5 幅  54
厚さ 4.1 重さ 670

ロー 5区
弥生中期

完成品。刃部を欠く。

長さ 16.8 幅  6,2
厚さ 4.5 重さ 610

A-3区
弥生前期

完成品。刃部を欠く。

長さ 15.0 幅  62
厚さ 4.9 重さ 650

ハー 3区
弥生前期

完成品。頭部を欠く。

長さ 12.8 幅  50
原さ 3.7 重さ 500

ロー 4区
弥生中期

完成品。刃部を欠く。

長さ 128 幅  59
厚さ 36 重さ 510

ハー 3区
弥生中期

完成品。刃部を欠く。

107-17 長さ(147)幅  61
厚さ 4.3 重さ(650)

ロー 6区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後比較的丁寧な研磨。
基端端面も比較的丁寧に研麿。刃側は折損。

長さ(139)幅  6.7
厚さ 4.9 重さ 635

A-4区
弥生前期 在埜脆打揚鼻iょ癌胃蒔擢終獲}研磨。

基部は丸く

長さ(12.4)幅  62
厚さ 48 重さ 610

イー 3区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、丁寧な研磨。基端

雇災鱈∫
平坦であまりすぼまらない。刃部は使用時

長さ(12.1)幅  6.2
厚さ 4.5 重さ 525

A-2区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、非常に丁寧な研磨。
基端は広 く、平坦だが、敲打後あまり研磨していな
い。刃部は使用時に欠損。

108--21 長さ(116)幅  6.6
厚さ 46 重さ(600)

口=5区
弥生中期 雷磨扱残懇拝曇鶏4同昇銘啓買績:丁

寧な研磨。一主
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ヨ罵15 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (II)

挿図番号 法量 (単位 i cnl, g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

108-22 長さ(10,7)幅  59
厚さ(43)重 さ(487)

玄武岩系
A-2区
弥生中期

胴身は敲打後丁寧な研磨。一主面
刃部は欠損。

口叩
押踊

損
基

折

ｏ
ｏ存

品
残

成
ち

移邦
の

長さ(114)幅 (61)
厚さ(4.4)重さ(467)

ロー 6区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後丁寧な研磨。刃縁は
胴身径の約半分で丁寧な研磨による。使用期間は短
かかったと思われる。

長さ(130)幅  (55)
厚さ(4.2)重さ(400)

〃

ハー 3区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。刃縁は
丁寧な研磨による。先端は使用により少々欠損。

長さ(105)幅 (6.2)

厚さ(47)重 さ(390)

C-3区
弥生前期

完成品。折損品。胴身は敲打後、非常に丁寧な研磨。
刃縁端は使用により少々欠損。

109-26 長さ(116)幅  64
厚さ 4.6 重さ(480)

〃
A-2区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、丁寧な研磨。刃縁
は用による欠損。磨滅がある。

長さ(113)幅  63
厚さ 4.8 重さ(560)

〃
C-2区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。刃縁は
使用による欠損磨滅が少々ある。

長さ(104)幅  58
厚さ 45 重さ(377) 議監雲 燿     肇
長さ(8,8)幅 (60)
厚さ 3.6 重さ(245)

〃

ハー 3区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。刃縁丁
寧な研磨。使用痕少々あり。

長さ(11.5)幅  57
厚さ 33 重さ(390)

イー 2区
弥生中期 霰奔腱誓野勇魯[根臭獲酵

打後、浅い研磨。基端は

長さ(104)幅 (57)
厚さ 44 重さ(400)

〃
B-5区
弥生前期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。基端は
敲打そのまま。

110-認 長さ ■_9 幅  54
厚さ 4.2 重さ(465)

A-2区
弥生中期 覆躇腱ザ堀鼻か遅晟!よ

敲打後、浅い研磨。刃縁は

長さ 135 幅  48
厚さ 40 重さ 460

ロー 6区
弥生中期

森蒼逸i評握蝦務鰹尼璧藍累争淡篤冦争垢簗纂,ま選
滅している。

長さ 15,0 幅  6.0
厚さ 46 重さ 601

ヘー区
弥生中期

憲躇争ちゞこ」睦著κ径人毒笥羅整煽尋動毎藩]蔀黙冒
子gi濯籍|き丁箸蓬霧察伝季ゑ,こ負警れな卦状

を呈

長さ(100)幅  60
厚さ 41 重さ(446)

〃
A-3区
弥生中期

覆:「 :菖なイ「稼:置救!]'そ tよ忌と者旨†ζょ:昇 ,:幸ヨ▼:う息狼Fヨ彗
滅 している。

長さ(89)幅  40
厚さ 4,2 重さ(320)

イー 6区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨による。
刃部は丁寧な研磨による。

幅 50
重さ 240

さ

さ

長
厚

10.0

30
〃

イー 3区
弥生中期

完成品。小形品。敲打像 月同身、基端とも軽く研磨してい

期 碍暮緊慧琢宴罐軍蕩卦露詩義婢
日のみ碑な

長さ(106)幅  5.8
厚さ(35)重 さ(290)

〃
ロー 5区
弥生中期 零朦ほ虔縄橿患

Oヂ財訴鷲i縫嘉轟尋
な研磨による。

111-39 長さ(11.0)幅  58
厚さ(4.0)重さ(260)

〃
イー 4区
弥生中期 手肇愚務蓬裾挽T展鶯肇署徳造凍士:ゼ雷ぁ琵§!ま

長さ(86)幅 (50)
厚さ(20)重 さ(70)

〃
トー 6区
弥生中期

完成品。折損品。胴身、刃縁とも非常に丁寧な研磨
による。

長さ(105)幅 (59)
厚さ(23)重 さ(185)

〃
ロー 6区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、丁寧な研磨。
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ラミ16 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (HI)

挿図番号 法量 (単位 :cm,g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

111--42 長さ 15,0 幅 (5,8)

厚さ(2.5)重さ(255)
玄 武 岩

チー 4区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。

長さ(7.5)幅  56
厚さ(40)重 さ 162

〃
イー4区
弥生中期 菱墳テ

。折損品。胴身ldT寧 な研磨だが、ほとんど

長さ(64)幅 (5.6)

'享

さ(34)重 さ(110)

イー 3区
弥生中期

完成品。折損品。胴身、縁は非常に丁寧な研磨によ
る。ほとんどを欠損。

長さ(84)幅 (63)
厚さ(41)重 さ(295)

イー 4区
弥生中期 尋そ臭鎗手暑雲と号ミぢ]経

篤き死露を雪衛れF冤

長さ(6.7)幅 (3.6)

厚さ(2.0)重さ(45)

ハー 5区
弥生中期 匿EB検』月

勘よ俊髯罷よ塀見端瀑縦患,蕃房1焚

112-47 長さ 94 幅  6.4
厚さ 41 重さ 420

ロー 5区
弥生中期 目書曇髯ぞξξ¢儀三岳藍発綴泳強唇醤僣傷砕錢握

長さ(8.7)幅 (49)
厚さ(40)重 さ(255)

ロー 5区
弥生中期 奢雫早券誓浸畳

胴身は敲打後、浅い研磨、中程か

長さ(5,2)
厚さ 4.8

曜言  67
重さ 240

〃
トー 2区
弥生後期

薮農尋:筵掃ほ後鷲得絡災橿雰多Ff像忍矮年想?
ている。

長さ(81)幅  62
厚さ(49)重 さ 355

〃
A-2区
弥生中期 覆愛恐後齋得愚災譜貿管洸牙デ

な研磨。刃縁は使用

長さ(6.2)
厚さ(3.3)

幅  6.0
重さ 170

〃
D-4区
弥生前期 秀朦愚特把写曇,こ啓I俸そ露テ争震篇震祭義ぢF。

長さ(9,7)幅  6.3
厚さ 43 重さ(425)

〃
ロー 2区
弥生前期 憲痰鶯詩源現娼な媛見雪計

打後、丁寧な研磨。刃縁

長さ(88)幅  57
厚さ 43 〃

イー 3区
弥生中期

完成品。刃部から約 9 cmを 残し、他は欠損。

113-54 長さ(115)幅  5.8
厚さ 46 重さ 570

〃
B-5区
弥生中期

垂轟脅釣τf愚ぁI]嘉鰹藍摂箸辛壇濯座奮秒香斑修
いる。刃縁は使用時に欠損。

長さ(95)幅  46
厚さ 27 重さ 196

〃
A-2区
弥生中期 霧雪,耕懇場そiゝ蝦黒!場覇徐淡鷲蕉iこ棄壇!ま

丸く

長さ(12.6)幅  41
厚さ 33 重さ 240

〃
,-6区
弥生後期 写奪言再争撮B卜糧3轡語吾ぞ堪【ほ告う懸辱警影

長さ(102)幅 (65)
厚さ(39)重 さ(375)

〃
ハー。区
弥生前期 層忌:監子暑畳籍県:尊腎吾畜茫登写象盈写丸尋詈

るため、敲石様の転用品にされた可能性が大きい。

長さ(10.3)

厚さ(50)
幅 62
重さ 430

〃 弥生中期 惹痰爵詩拒男鎗:胴
身は敲打後、丁寧な研磨。刃縁

長 さ(94)
厚 さ 35

幅  56
重さ 245

〃
ロー2区

弥生中期 羅踏壱災橿ξ基殻T身
は敲打後、浅い研磨。刃縁は
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表17 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (lV)

挿図番号 法量 (単位 i cm,g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

113-60 長さ(7.0)幅  6.0
厚さ 32 重さ(220)

玄 武 岩 弥生中期 民ぞ:筈4撮烏発揖§掃酪君後修:τ憲否ぢ雪宿界
長さ(90)幅 (6.1)

厚さ(22)重 さ(215)
〃

ロー 4区
弥生中期

秀磨巖藩誓据藪そ恨三祭酵鋤籠整彩霊膳若遇節察旨
立ち、明確な刃縁はついていない。

114-62 長さ(140)
厚さ 43

曜言   50
重さ 400

〃

ハー 5区
弥生中期 tξヨみi畳屡ヨ揺自電ξ打壱彗皇桂g著壕う旦冑

長さ 136 幅  64
厚さ 52 重さ 700

〃
ハー 4区
弥生前期 奪身専絡彊F雫曇写急讐霊浜む暴暑量酔警吾等§曹

ろか ^

長さ(11.4)幅  6.8
厚さ 4.2 重さ 580

ハー 3区
弥生中期

欠損品。胴身は敲打後浅い研磨。基端は打製成形。
下半部は使用時に欠損したものか。

長さ 97 幅  52
厚さ 38 重さ385

SZ-020
弥生中期 雷簡象ち堰旱墨肇慕簿を藁士濯鍮癬畠堀期暁

幅  57
重さ 520

さ

さ

長
厚

136
42

〃 員鸞票免撮i窪酵吾捨湾爵与霧宿払ぎ攪は詈しマ≡
長さ(111)幅  47
厚さ 35 重さ 320

〃
トー 4区
弥生後期 疹慶云発各彊臭普恐騎畠蕗配手暴省墓串弾晟業F縁

115--68
長さ(12.0)幅  (5.6)
厚さ(4.5)重さ(580)

〃
ロー 3区
弥生中期 霰舞滉誓塚膳肱堺島基酵

打後、浅い研磨。基端は

長さ(133)幅 (57)
厚さ(41)重 さ(570)

イー 4区
弥生中期 霧糀訂酢ポ壁暫理 螢縛甜暫留歌。

基端下

長さ(125)幅 65
厚さ 40 重さ(560)

〃
イー 3区
弥生中期

完成品。折損品。胴身は敲打後、浅い研磨。基端は
敲打のまま。

長さ(116)幅  5.9
厚さ 35 重さ(390)

〃 弥生中期
完成品。折損品。胴身は敲打後、軽い研磨。刃縁は
使用時に欠損。

116-72 長さ 95 幅  47
厚さ 34 重さ 240

〃
B-5区
弥生中期 綴磨農iゝ盆管猛藍T斃端構発猟fで

整形小形品。刃

さ

さ

長
厚

9,4 幅  5.4
4.8  Ξ重さ 415

〃
A-6区
弥生前期 ξgB七3襟看腎騒後逢禄壌脅冨こ三髯検暑希与8

考えられるぃ

12.6 幅  52
39 重さ 540

さ

さ

長
厚

〃
イー 6区
弥生中期

未成品。荒割 り敲打ののち、研磨が始まる。刃部は
まだつけられていない。

長さ 13.1 幅  6.3
厚さ 4.8 重さ 708

〃
D-4区
弥生中期

未成品。全体に敲打後、浅い研磨づ整形。刃縁はま
だついていない。

長さ 95 幅  47
厚さ 36重 さ 290

ハー 6区
弥生中期 写ぞR著含蟹量標言曇与腎蕃6孝層暑身猪辱量E家

大 きしネ
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ヨ罵18 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (V)

挿図番号 法量 (単位 i cm,g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

116-77 長さ ■.1 幅  46
厚さ 36  重さ 315

玄 武 岩
ハー 5区
弥生中期 号g:旨どそ二密:阜:]gぞ鎮皇gttF^霞監蓬

さ

さ

長
厚

115
37

幅
襲

〃
イー 3区
弥生中期 奏を,発鏡髯暴義百認密b酵尋擦ξ雪岳号献療予ゝ́

長さ 103 幅  54
厚さ 37 重さ 390

〃
イー 2区
弥生中期 目ぞgttGttξ自:争をR言詈写とこ遂桟察哲写|

117-80 長さ 13.1 幅  70
厚さ 5,4 重さ 810

ハー 3区
弥生中期 疹馨舜ち言

頃な礫を原石として使用。全体に剣離整

長さ(113)幅  7.0
厚さ 28 重さ(360)

〃
A-2区
弥生前期 奄璧吾

'ま

築銅号とほきと磐覇桑里◇曇特写ダ
残る。

長さ 327 幅  84
厚さ 66 重さ3300

〃
D-6区
弥生前期 宮修ぞニヨ;争奈畳墓急曇骨島整量学南昇屠をき巽

118-83 長さ 15.2 幅  9.3
厚さ 8.2 重さ 1930

〃
リー 4区
弥生後期

未成品。荒割り段階。敲打は見られない。

長さ 165 幅  8.1
厚さ 6.0 重さ 1288

〃
イー 3区
弥生中期

未成品。敲打段階で欠損したものか ?

長さ 178 幅  71
厚さ 60 重さ 1190

〃
A-4区
弥生中期 否騒】:荒

割 りのうち、一部敲打が始まる。自然面

長さ 16.0

厚さ 58
幅  91
重さ 1650

〃
弥生前期
～ 中期

未成品。敲打段階。一部に自然面を残す。

―-87 長さ(131)幅  56
厚さ 52 重さ(700)

〃

ハー 3区
弥生中期 塞層尋署写Pと

拷塗躍写央黎F挟桑:程綴評完協寄

長さ 15.4

厚さ 4.4
幅  67
重さ 690

ハー 6区
弥生中期 否僣季ちゼ斃轟墓影?拷塗層寡残製Fし

~ヽ角陵部

長さ 14.0 幅  9.6
厚さ 4.5 重さ 950

〃

ニー 5区
弥生中期 3F:椅蕃2属ラ具

警勇釜藝疹」据稜i些嘉霰毎再

長さ(80)幅  57
厚さ 51 重さ(430)

ロー 2区

弥生前期 森磨疵F握轟狗候墜易轟神
を割り取って、柱状石

120-91 長さ 17.5 幅  7.2
厚さ 39 重さ 740

〃
ロー 4区
弥生中期

,:::ニ

ユ
'こ

るこ毒:;」号景|ま i;釜 :]t【 Eξ
IΞ

}J号世写赤まu誓と二]

長さ 146 幅  8.3
厚さ 47 重さ 950

ロー 4区
弥生中期 否碁号:全

体に自然面が残るが、周縁部に象」離整形

-205-



ヨ電19 蛤 刃 石 斧 観 察 表 (Ⅵ )

挿図番号 法量 (単位 :cm,g) 石 材 出土層 成 形 ・ 形 態 の 特 徴、そ の 他

120-93 長さ(110)
厚さ 34

幅  6.3
重さ

玄 武 岩
イー 2区
弥生中期

未成品。折損品。両主面と一側面に自然風化面が残
る。刃縁、側縁・側縁付近は一部剥離整形。

長さ(95)幅  77
厚さ4.4重さ 550

〃
ロー 3区
弥生中期

未成品。折損品。両主面と一側面に自然風化面が残
る。刃縁付近は一部剣離整形。

長さ 136 幅  5.5
厚さ 42 重さ 390

〃
未成品。一主面のみ荒割形成で他は自然風化面。一
部劉離整形を施した段階で放棄。

121-96 長さ 151 幅  67
厚さ 4.2 重さ 650

チー 6区
弥生後期

未成品。荒割で二主面を形成し、周縁は細かい剣離
整形。一側面に然風化面が残る。

長さ(13.9)幅  7.2
厚さ 3.6 重さ(560)

〃 弥生中期 未成品。三主面と一側面は自然風化面が残る。

長さ 12,4

厚さ 4,8
幅

重

ロー 3区
弥生中期

未成品。荒割後周縁を劉離整形した殺階で放棄。ま
だ剣離が大きく、細かい整形はまだ見られない。

長さ(9,3)幅  65
厚さ 29 重さ(230)

〃
イー 4区
弥生中期 否塞轟筈誓撮里舌屑赤冒あ島鯰曇彩冦ぴ警,。

側縁

長さ(12.6)幅  8.5
厚さ 44 重さ(690)

ニー 3区
弥生中期

未成品。折損品。両主面に自然風化面が残る。両主
面側からの剣離整形で側縁形成。

122--101
長さ 22.6 幅  72
厚さ 35 重さ 1000

〃
トー 2区
弥生後期

未成品。全体がほぼ自然化面で、周縁と刃縁に簡単
な剣離整形を行う。

長さ(98)幅  55
厚さ 4.2 重さ(300)

A-2区
弥生中期

未成品。折損。全体がほぼ自然風化面で、ところど
ころに剖離整形を行う。

長さ(10.6)幅  8.3
厚さ 5,9 重さ(880)

ロー 6区
弥生中期

末成品。折損品。全体がほぼ自然風化面で、ところ
どころに劉離整形を行う。

長さ(110)幅  70
厚さ(45)重 さ(600)

イー 2区
弥生中期

未成品。折損品。剣離整形後全体に敲打を施す。研
磨はまだ見られない。

123--105
長さ(120)幅 (73)
厚さ(29)重 さ(370)

〃

ロー6区
弥生中期

憲苧墨警綿握愚社恒俸憲Ⅷ 絵ヅ登朧 、
磨滅が見られる。

さ

さ

長
厚

12 3

3.4
幅  6.7
重さ 440

A-2区
弥生前期

でヽ
た
刃

し
階
る
度

用
段
あ
再

利
の
で
て

を
形
壁
し

石
整
完
に

原
離
ぼ
め

ｏ

な
剣
ほ
か
る

頃
だ
は
短
あ

手
ま
形
を
も

ｏは
成
体
性

体
部
の
個
能

個
刃
端
た
可

な

ｏ基
し
る

平
る

損ヽ
い

扁
す
身
欠
て

で
磨
胴
を
し

広
研

ｏ部
と

幅
々
い
刃
う

ｏ少
な
度
よ

品
を
れ

一
け

成
面
ら

ヽ
つ

未
表
見
め
を

長さ(13.3)幅  72
厚さ 28 重さ(420)

ハー 5区
弥生中期

未成品。幅広で痛平な個体。胴身部は浅い研磨調整
で剣雑整形。敲打の痕跡が目立つ。刃部はまだ剣離
整形の途中。
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表20 石 包 丁 観 察 表 (大 形)  
は量単位 :cm,gl

挿図番号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石  材 出土地点・層 成形・形態の特徴  その他

124--1 ス レ ー ト
弥生前期
SZ-017

周縁を劉離成形した後、凸部を軽く研磨。

こ姥餞彦F役驚覆お奥冥Z9:有柄を意識

2 (7.1) ス レ ー ト
リー 6区
弥生後期

表裏面とも大部分は自然面が残る。刃と周
縁の一定幅のみ研磨。直線刃

21.9 安 山 岩
SZ-016
弥生前期

が
快

面
は

然
辺

自
右

も
左

と

。
雨鵬

彎
軽

内
は

ｏ

背ヽ
形

り

成ヽ

よ
が
た

に

る

し

鵬銭
識

は
き
を

刃
大
り

(13.7) (314) 安 山 岩
ニー 3区
弥生中期

周縁は弧状に剣離成形。刃は研磨により、
やや内彎。

(104) (― ) 安 山 岩
E区

弥生中期

周縁は劉離成形。上下両端に研磨による刃
がつく。一方は直線刃で他方は内彎刃。使
用痕の光沢あり。

① 9) (― )
ス レ ー ト SZ一二〇17

弥生中期
周縁はほとんど主要剣離時の形状を利用。
刃の部分のみ研磨。ほぼ直線刃。

1) (375) 安 山 岩
ハー 4区
弥生中期

周縁は剖離成形。刃部側下半部を研磨し、
刃はさらに丁寧な研磨で、外鸞する。使用
痕の光沢あり。

125--8 デイサイト
ロー 4区
弥生中期

全打製成形 。刃 は主 として片面か ら大 きな
all離 を繰 り返 し、補助 的 に裏面か らも小 さ
な a・」離 を してい る。 内彎刃。使用痕 の光沢
あ り。

(26め 片 状 砂 岩
区
期

２
後

一
生

卜
弥

周縁は剖離成形。表面を軽く研磨している
が、ほとんど自然面。刃は研磨により直線
刃 。

(8.1) (9,2) (110) ス レ ー ト
ハー 3区
弥生中期

全打製成形。刃は大きな劉離を施したとこ
ろへ、両面から細かい剣離を繰り返してい
る。内彎刃。使用痕の光沢あり。

(12.8) (200.5 ス レ ー ト
区
期

４

中一
生

Ａ
弥 目暑燐整藍臀%憂着霊籠巨撞瞑詈様警嘗藍

る _外 彎 刃 ぃ

(7.7) (6.7) (0 56) (47.2) ス レ ー ト
イー 4区
弥生中期 吾綴貯

る剣片に研磨による刃をつける。

(174) デイサイ ト
イー 5区
弥生中期

犀籍雫翠撃僣¥警憲徘掻干勢僣奮宮僣学巻
な研磨による。使用痕の光沢あり。

0.55 (27.2) ス レ ー ト 弥生中期
周縁は孤状に剣離成形。刃は真線で研磨に
よる。

(4.90 (83.6) ス レ ー ト
イー 3区
弥生中期

両面・峰とも丁寧な研磨で全磨製。刃は両
面を研磨によって徐々に薄くして成形。直
線刃。使用痕の光沢あり。

(― ) ス レ ー ト 完成品が縦方向に割れたと思われる。

(13.5) ス レ ー ト
SZ-014
弥生中期

周縁は一度に力を加えて丸くカット (方法

で開巻}、
軽く研磨。刃は研磨により、や

(7.つ (6.3) (42.2) ス レ ー ト
ロー 6区
弥生中期 暇扉蓬必蕃綴算覆焉震房兒興爾bFは

丁寧

(6.95) (107) 102.5) ス レ ー ト
ハー 2区
弥生中期

金面軽く研磨。
大部分欠損で、

刃線直

ｏ
Ｏ
ぃ

る

し
よ
著

に
が

磨
れ

研
ぼ

は

こ

刃
刃

(10.3) (150 デイサイ ト
D区

弥生中期
表裏面は自然面が残る。刃は研磨による。
やや外彎刃。

126--21 2.8 ス レ ー ト
ロー 5区
弥生前期

板状石材の上下を両面から剣離。刃を意識
した剣離と思われるが、明確に刃とは断言
できず、包丁未成品とした。
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表21 石 包 丁 観 察 表 lpJヽ 形)  
は量単位 :cm,D

挿図番号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石  材 出土地点・層 成形・形態の特徴  その他

126--22 11 9 デイサイ ト
A-6区

弥生前～中期

く
す
て

軽
示
し

に
を
配

ｏ

面
置
を
品

離
位
孔
成

剣
る
の
未

要
す
中
ず

主
配
途
ら

の
を
孔
お

片
孔
穿
て

剣
へ
い
い

る
こ
浅
つ

あ
そ
に
は

の

所ヽ
刃

み
し
ケ
だ

厚
施
２
ま

的
を
に

。

較
磨
度
る

比
研
程
い

12 5 174 8 片 状 砂 岩
区
期

２
中

一
生

口
弥 暑写争酵髯言旨愁吉吾堡鼻全員傍晉i慇

'こ

(5,95) (545) ス レ ー ト
イー 2区
弥生中期 曇量揖震霞鍔家畳響亮ξ晏督掻雪落ち癸尋

おらず、未成品ぅ

ス レ ー ト
ロー 4区
弥生中期 暴鈴客響撃考琢iゝ欺τ意尼瓦啄甲奮登袴弓

がついていない。未成品。

115 0 85 64 7 礫 岩
ロー 5区
弥生前期 息耳写菖旅吾た畳豊素冨:舞ξ静喜舟符唇

(9.1) 0.47 (62.5) ス レ ー ト
ハー 5区
弥生前期 円房絣警慇藝疹:冗 lξ島轡季ンし伊寝為獲赤

光沢あり。

45 5 ス レ ー ト
A-3区
弥生中期

昇綾鵠謝球蒼/棚 孵 懺
る。孔は両面穿孔。

8.25 (36) 0,72 (28.0 ス レ ー ト
A-2区
弥生前期

徳甲墨拿扉港たF嫁F斎遷島テイ、甲宿を写
再利用された可能性が大きい。

(3.8) 041 (10 2) ス レ ー ト
区
期

４
工削

一
生

Ｄ
弥 層昇写系i壁曇ち自二F冒壽:簗騒冨

'患
(5.0 (7.1) ス レ ー ト

イー 5区
弥生中期

片面は全面に軽い研磨。刃は研磨による直
線刃。孔は両面穿孔。使用痕の光沢あり。

(4.0 (172) ス レ ー ト
イー 6区
弥生中期

面
は
小

然
刃
で

自

。工

ｏ

も
る
加
り

と
い
次
あ

面
こ

一性

両
し

ｏ能

ｏ磨
孔
可

る
研
安
る

よ
く
面
い

に
軽
両
て

法

はヽ
し

技
が
孔
用

り
る

。利

切
残
る
再

り
く
よ
て

擦
き
に
し

は
大
磨
化

背
が
研
片

(30 (53) (―

― ― ―

) ス レ ー ト
E区

弥生中期
板状石を利用。孔は両面穿孔。まだ刃がつ
いておらず、未成品。

(64) 0 46 (128) ス レ ー ト
ロー 5区
弥生中期

刃、背とも擦り切り技法で成形。
痕をそのまま刃に利用しものか。
あるかは不明。孔は両面穿孔。

り
で

加四
口叩

り
成

擦
末

4.02 (139) ス レ ー ト
ロー 3区
弥生中期

暑を啓免評;与僣ぞ蛮ね泉与:手:警こ紀全混:`ξろ逮子(4ζ ::

れたらしく刃先に摩耗が見られる。

(3.4) (17.動 ス レ ー ト
トー 2区
弥生後期

全面軽い研磨。刃は研磨により直線刃。擦
り切り技法で小片化し、再利用している。

(69 ス レ ー ト 弥生中期 屠驚健罫騨叡幾9希謡轟翠

(42) (112) 片 状 砂 岩
A-2区
弥生中期

背は擦 り切 り技法による。
している。刃部は研磨によ
両面穿孔。

施
は

を
孔

磨

ｏ

研
刃

に
線

体
直

全
る

(6.55) (78) 1.0 片状 砂 岩
区
期

４
中

一
生

口
弥

背は擦 ,切 り技法により、さらに垂直研磨。
金面軽い研磨。刃は研磨による。外彎刃か。
孔は両面穿孔。

(10.5) 1.2 (100 片 状 砂 岩
ニー 3区
弥生中期 懃響舞移顧診ε藝

るた め、 未 成 品 の可 能 性 もあ る。
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11工 作 関 係 遺 物

第133図 ～第163図 には弥生時代前期～中期の玉作関係遺物を図示 した (カ ラー図版 8、

図版102～ 図版106)。 これらの多くは貝層 (第 1図 )中から検出したものである。 出土層

については表22～表24に まとめた。いずれも管玉を作ろうとした資料で、緑色凝灰岩系、

もしくは碧玉を材料としていると考えられる。

完成品、及びそれに近い未製品をみると径が2.0～ 3.0“2の 細身の一群 (1～ 12)、 径が

4.0～5,0陀″の一群 (13～ 35)、 径が5,0″解を越える一群 (36、 37、 38)の 3種がある。長さ

は 1が 5,02πで最小で、35が最も長 く1.20″ を測る。管玉は両端部から穿孔が行われるが、

この穿孔途中で割れたものの最も多いのは、径4.0～ 5。 肋πの一群である。このことは、穿

孔後さらに外面を研磨し、径2.0～ 3,0“″の製品を作ろうとしたとも考えられ、製品として

は、径4.0～ 5,0″″の一群は元来存在しなかった可能性がある。両者の孔の径があまり変 ら

ないことも、これを裏付けているように思われる。

西川津遺跡出土の管玉に関係する遺物から、概ね、原石→擦 り切 り施構とその部分への

打撃による象J片作 り→象1片の全面研磨→擦 り切 り施構による棒状材作 り→管玉の長さの決

定、横方向の擦 り切 り施構による棒状材の切断→研磨 。両端からの穿孔→仕上げ磨きとい

う製作工程が復元できよう。

119～ 124は 原産地で採集された状態の原石に近いものと思われる。拳大前後のものであ

る。119～ 123で みるかぎり原産地で拳大のサイバに加工して持ち運ばれたと考 え られる

が、124は石器 (チ ョッパー)である可能性もすてきれない。

90～ ■8は景1片の段階のものである。平均すれば1,OC筋 ほどの厚みの象J片を作っている。

但し、106、 ■1、 ■2は他の資料に比較 して約 2倍の 厚みがあり、 一端に施溝が残ってい

ることよりもう一工程前の段階のものであろう。横長象1片 と縦長象↓片の区別は特にないよ

うに思われる。

63～89は 象1片を研磨する段階のものである。 全 面 を 研磨するのを原貝Jと しているよう

だ。このうち73と 82の一面には石包丁の穿孔途中の孔に酷似した凹みがみられる。

53～62は研磨後、施溝しはじめた段階のものである。59～ 62は施溝の為の日印の線を入

れた段階のものであろう。53、 54は二本の施溝がみられる。

42～ 52は棒状材で、これによると両面から施溝し切断していることが知られる。37～ 41

は管玉の長さが決定され、研磨がはじまった段階のものである。41には横方向の施溝痕が

残る。
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,電22 玉および玉未成品観察表 (1)

挿図番号 長 さ 幅 垂(厚 重 さ 色 調 石  材 出土地点 時期 考備

133-=1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

0.5

0,7

0.6

0,7

07
08
09
1.2

0.9

07
08
0,7

0,7

1.0

05
07
0.9

10
欠損

1.2

(0.つ

0,9

0.8

0.8

07
08
08
0.9

0.9

0.9

09
07
10
11
1.2

1.3

1.1

(1.2)

20

(1.0)

(1.7)

3.1

2.2

2.8

28

0.2

02
02
02
0.2

02
03
03
0,3

0,3

03
03
0.4

0.4

04
0.4

0.4

0.4

欠損

05
04
0.3

03
03
04
0.3

04
0.4

04
04
04
04
04
04
0.5

0.7

05
07
08
0.4

06
0.5

0.5

05
0,7

0.2

0.2

0.2

0.2

0,2

0.2

03
02
0.3

04
0.3

03
0.4

0.4

04
04
04
0.4

欠損

05
(04)

0.3

0.3

03
03
0.4

04
04
04
0.4

0.3

0,3

0.4

04
05
0.6

05
0,7

0.5

0,3

0.5

05
03
05
0.6

0 04

0.04

0.09

0 09

0.13

0 12

0 15

0 15

0.01

0 12

0 13

0 23

(0.091

01

0,06

0.05

0.075

0 07

09
0 08

0.1

0 17

0.08

0.05

0.15

0 15

1.1

0.5

(0.2)

(07)

15
0 75

1,9

農 緑 色

濁 緑 色

黒 灰 色

緑 灰 色

黒  色

淡 黒 色

淡 黒 色

褐 緑 色

黒  色

灰  色

褐 緑 色

緑  色

濃 褐 色

淡緑灰色

淡 黒 色

濃 褐 色

淡緑灰色

緑 灰 色

淡緑灰色

濃 緑 色

濃 緑 色

淡緑灰色

濁緑褐色

緑 灰 色

淡 黒 色

淡緑灰色

淡 緑 色

淡緑灰色

碧玉

〃

〃

〃

〃

〃

頁岩 ?

〃 ?

碧玉

〃

頁岩 ?

頁岩

緑色凝灰岩 ?

木製 ?

緑色凝灰岩

緑色凝灰岩

碧玉

緑色凝灰色

碧玉

緑色凝灰岩

緑色凝灰岩 ?

緑色凝灰岩

〃

〃

〃

緑色凝灰岩 ?

緑色凝灰岩

碧玉

緑色凝灰岩

〃

A-6区 貝層C
貝層A

A-6区 貝層C
A-6区  〃

ハー 4区貝層 I

A-5区 貝層C
A-5区  〃

貝層A
A-5区 貝層C
A-6区  〃

A-6区  〃

A-6区  〃

A-6区  〃

D-2区 貝層F

A-5区 貝層C
ハー 5区貝層 I

ハー 5区 〃

ハー 5区  〃

ハー 5区  〃

ハー 5区 〃

ハー 4区 〃

ロー 2区貝層H
ハー 4区貝層 I

ハー 4区 〃

ハー 5区 〃

ハー 5区  〃

ハー 5区 〃

ハー 5区 〃

ハー 5区貝層 I

〃

D-2区 貝層F
A-5区 貝層C
不明

A-6区 貝層C
S K01

D-4区
D-5区 貝層C
A-6区  〃

A-6区  〃

D-5区 貝層G
チー 2区

B-5区

中期

〃

〃

〃

中期

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

前期

中期

前期

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

前期

〃

〃

中期

中期

〃

前期

中期

〃

〃

前期

中～後期

前～中期

焼成か ?

焼成か ?

半分欠損

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

穿孔途中

未穿孔

未穿孔
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ヲミ23 玉および玉未成品観察表 (H)

挿図番号 長 さ 幅 径 (厚 重 さ 色 調 石  材 出土地点 時期 考備

133-―

|‡
|

49

50

134--51

52

53

54

55

56

57

58

135--59

60

61

62

63

136--64

65

66

137--67

68

69

70

71

138--72

73

139--74

75

76

140--77

78

141--79

80

142--81

82

83

84

143--85

86

144--87

88

89

90

25
2.0

37
78
67
41
4.8

59
58
7.0

56

52
(3.9)

3.3

24
1.4

15
5,2

68
42
3.0

23
32
5,9

50
4.8

9.2

28
3.3

30
47
10,7

5.5

5,3

3.0

6.4

75
5.0

5.2

58
68

52
36
97
8.0

74

峙中

05
05
0.6

04
0,7

09
08
07
05
0.6

0.6

03
05
07
0.6

0.9

05
0.6

04
08
1.1

0.4

06
1.3

04
0.4

0.7

10
1.7

1.4

09
1,2

22
11
1.0

1.0

11
0,7

0,7

15
14
70
05
0,7

0.6

27
50
3.7

14.1

81
22.2

(10.0

(― )

8.9

1.3

22.2

50 0

35 9

10.6

84
11,9

40 0

66
46.6

1.5

13 1

(― )

80

50

14.3

醒
８９．６邪
　
縣
跡
邪
‐７０，Ｏｍ
岡
‐７．Ｏｍ
３８．０

濃緑灰色

淡緑灰岩

濃緑灰色

〃

淡緑灰色

淡 緑 色

淡緑灰色

淡緑灰色

淡緑灰色

黒 灰 色

黒 灰 色

黒 灰 色

黒 灰 色

緑色凝灰岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

碧玉 ?

緑色凝灰岩

〃

〃

頁岩

緑色凝灰岩

〃

〃

″

イ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

頁岩

〃

〃

〃

5区

B-5区 具層C

C-6区
D-4区
海崎N012

A-4区 貝層C

ロー 3区

B-5区
イー 3区

S Z 014内

A-5区 貝層C
A-6区 貝層C

S K01

B-5区
ニー 5区

イー 4区

〃

イー 6区

ハー 5区

ロー 5区

イー 4区

ロー 6区

ハー 6区

ロー 2区

B-5区
S Z 020付 近

イー 4区

イー 6区

A-6区
C-6区

ロー 6区

ハー 6区

A-2区
イー 6区

A-3区
イー 4区

A-5区

ハー 6区

イー 2区

ロー 4区

ハー 4区

中期

前一中期

前期

中期

前一中期

中期

〃

〃

〃

〃

〃

前～中期

中期

〃

〃

貝層 I

前一中期

中期

中期

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

前一中期

〃

中期

〃

〃

〃

中期

〃

擦り切り濤 2条

擦り切り濤 2条

擦り切り濤 1条

擦り切り濤 1条

前期

穿孔中の浅い月ヽ穴
あり

穿孔中の浅い小穴
あり
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ラミ24 玉および玉未成品観察表 (III)(玉砥石も含む)

挿図番号 長 さ 幅 垂(厚 重 さ 色 調 石  材 出土地点 時期 考備

145--91

92

93

146--94

95

96

147--97

98

148--99

100

149--101

150--102

103

104

105

151--106

107

108

152--109

110

111

153--112

154--113

114

115

155--116

117

156--118

157--119

120

158--121

159--122

160--123

161--124

162--125

126

163--127

72
10.4

7.8

70
6.9

59
5.4

14.8

9.4

2.2

11.2

8.6

7.3

6.5

5.2

96
65
5.6

80
38
9.6

8,7

7.4

67
51
6.1

8.0

9.2

97
85
14.8

92
10 5

92
10.5)

64
14 6)

3.3

4.3

4.3

62
7.7

(4.9)

43
32
8.2

5,0

88
6.9

2.7

3.0

4.0

8.2

2,7

6.2

51
5,4

6.2

61
4.7

5.3

6.0

9,2

4.9

13.5

6.9

10.0

9.2

14 0

8.8

11 3

(6.7)

2.8

6.1

0.4

1.6

1.5

1.3

1.0

0.8

04
1.2

2.0

05
15
2.1

0,9

1.0

0.8

2.6

1.3

0.9

0.7

3.1

3.1

27
0.9

12
22
1.3

0.8

1.8

2.4

2.3

2.2

3.9

5.7

7.4

(2.5)

0.9

3.1

15.9

71.8

72.0

50 3

(40 0)

14.5

55.0

80
150.2

150.0

20 6

24.0

215,7

34.3

41.2

65.5

240.0

35.0

42.0

52 0

90.0

220.0

149 0

215 0

312 0

480.0

610.0

690.0

(180 0)

19 7

(440 0)

淡緑灰色

淡緑灰色

黒 灰 色

淡緑灰色

淡緑灰色

淡緑灰色

淡緑灰色

淡 灰 色

濃 緑 色

淡 褐 色

淡 灰 色

淡 褐 色

緑色凝灰岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

貢岩

緑色凝灰岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

碧玉

緑色凝灰色

〃

〃

〃

〃

緑色凝灰岩 ?

緑色凝灰色

〃

〃

〃

〃

〃

碧玉
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S Z 020付 近
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イー 5区 SZ
第 2土器群中

SZ-015

S Z 020付 近

イー 3区

イー 6区

イー 5区

A-2区
S Z 020付 近

ヘー 3区
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〃

〃

〃

〃

前～中期

中期

中期

前期
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〃

〃

〃

〃

〃

前一中期

中期

中～後期

前一中期

中期

中期

中期

前期

前～中期

中期

前期

中期

〃

〃

筋砥石

内磨砥石か ?

仕上げ砥石
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125と 127は 玉作用の砥石と考えられる。125は筋砥石、127は珪化木で両面に使用痕が認

められる。126とま石鋸と考えた。
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12骨 角 器

第164図～第179図 及び図版107～■2に骨角器を図示した (カ ラー図版2、 3)。 骨角器には

釣針、オコン、刺突具、縫針、装身具類、矢筈等があり、完成品と加工途中のものがある。

a.釣針

1～ 20、 85、 87は 釣針とその未製品である。西川津遺跡出土獣骨製釣針の分類に従 うと、

1～ 6は単式のA類、 7～ 10、 12は単式で逆刺が外側につ く長さ 5.OC紀 以上のB類、■は

単式で逆刺が内狽↓に 2ケ 所みられるC類、13～20は結合式のD類であろう。

A類の 1～ 6は長さ2.00紀前後の小形品で、 いずれも猪牙製と考えられる。 このうち 1

については釣針以外の骨角器の破片である可能性もあるが、一応ここでは釣針A類 として

扱っておくことにしたい。 2、 3、 4、 5は完形である。

B類は完成品の欠損品が多い。全様を知るものはないが、弥生時代中期の例から7～ 12

をB類 と考えた。いずれも鹿角製であり欠損品が多いのはこの材の為かも知れない。

12は長さ7.00″である。

■はC類が加工途中で欠損したものと考えられる。 現存する長さは5.50紀 を測る。 鹿角

製である。

D類の資料は完成品、未成品を含め比較的豊富な出上をみた。いずれも軸部は鹿角製、

鈎部は猪牙製の原則が守られている。

13、 14は セット関係にあり、 出土状態もそれを窺わせた (カ ラー図版 1の下 )。 13は長

さ13.4C紀の鹿角製軸部、 14は長さ9。 4C寛の逆刺が外側に 2ケ 所つ く猪牙製の鈎部である

軸部と結合される部分には乳白色の接着材と糸で緊縛した痕跡が残る。軸部が結合される

鈎部には結合の為の溝はみられない。鈎部の尻部には径 0.3C協の孔があけられている。 こ

の子とは擬餌用の孔と考えられる。15は長さ10。 402の軸部で完成品である。13の完成品と比

較すると、鈎部と結合される部分は弧を描き、鈎部にあわせて加工されたことが知られる。

16、 17は猪牙製鈎部の未成品である。14と 異なるのは16、 17と も内側に逆刺がつくと考

えられることである。16は 2ケ 所、17は 1ケ 所の逆刺が加工途中である。従って逆刺の位

置を重視すれば、D類はさらに細分することができよう。17の ような鈎部のカーブは15の

軸部にかさわ しい。

18、 19、 20は鹿角製軸部の未製品である。20は軸部の長さを決定し、枝角を切 り落とし

た段階のものである。長さ17.8C筋。18は20の ような材をタテ割に三分した一方を加工しは

じめている。恐らく20は二つの軸部を作ろうとした材料であろう。 8歳以上に成長 した鹿
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角の上方部を利用 している。 これに対 し19は 6～ 7歳の鹿角の先端を利用 している為に、

18の ようにタテ割 りを しないまま軸部を作ろ うとしていると考えられる。

b.ォ コシ

21、 22、 56、 57は アフビォコシ等のオコン類である。21は長 さ16.30筋、22は 19.6θ解を測

る。21は角坐や角坐骨の部分を握 りとした落角前の鹿角を利用、22は鯨骨製 と考 え られ

る。いずれ も先端には使用痕がみ られる。56、 57は ヘラの可能性 もあ り、57は ヤスの未成

品とも受け取れる。

C.刺突具

23～ 42、 84、 86は刺突具類である。 この うち、23、 25、 86は鹿角の先端を利用 し全体は

よく磨かれている。25は鹿角をタテ方向に半載 しているが、23、 86は 角の枝をそのまま利

用したものである。いずれも基部に孔が穿たれているが、裏面には貫通させず、「L」 の

字状に基部に向かってあけられていることが共通 している。長さは14～ 16cη である。25は

孔の付近に二条の浅い沈線が刻まれている。これに対し84は長さが24.5θ解と長 く直線的で

ある。材質も鯨骨と考えられる。 前 3者 と同様に基部に孔が穿たれている。 基部より0.4

Cη の位置に一条の浅い沈線がめぐり、 さらに4,Oo2あた りに「井」 状のマークが線亥」され

ている。鈷とも考えられるが、貝層から多量に検出されたウニを刺突した可能性もあろう。

24、 26～42は ヤス類、及びその未成品と考えられるものである。26の ように長さ13.4c解

のものから、 42の ように長さ3.9cηの短かいものまである。 ヤス類のほとんどは鹿のよう

な獣骨を材としているが、31の ようにエイの刺尾をそのまま利用 したものもある。31は長

さ7.lcη を測る。基部にあたる約2.5C初の一面を削 り平坦面を作っている。その裏面には接

着材として用いられた黒漆と思われる黒色物と、緊縛した糸の痕跡が残っているので、 2

～ 3本を一セットとしたヤスが推定できる。33は 2本ヤスの良好である。長さ7.4c紀 と4,3

θ紀の長短二種を一つの柄につけた例で、釣針14にみられたような乳白色の接 着 材 の痕跡

と、緊縛 した桜の樹皮がまきつけられた状態で出上した。材は鹿角製であろう。

d.矢筈

60～63は矢筈である。いずれも鹿角製と考えられる。60は 2孔、61は 4孔がみられる。

60は縁を凸凹で、61は それぞれの孔の位置に 4条ずつの沈線で装飾 している。60は 完形で

長さ4。 lo紡、 61は さらに長いものであろう。 62、 63は これらの孔に装着されていたもので

ある。

e,縫針

44～ 52は獣骨製の縫針である。 46は 最も短かいもので3.lo紹 、 44は 最長のもので復元す
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ヨ罵25 骨 角 器 一 覧 表

挿図番号 種 類 欝
ｍ

襲
＜ｇ，

・
質

徴特
材 備 考 挿図番号 種 類 欝

ｍ
肇
くｇ，

・
質

徴特
材 備 考

164--1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

釣 針 1.2

1.5

1.1

1.8

17
14
24
25
4.5

4.2

55
6.9

01
0.1

0.22

0.23

0.17

0.2

0.95

0.6

0。 95

1.3

2.55

4.9

A類 猪牙

A類 猪牙

A類 猪牙

A類 猪牙

A類 猪牙

A類 猪牙

B類 鹿骨

B類 鹿骨

B類 鹿骨

B類 鹿骨

C類 鹿骨

B類 鹿骨

55

51

16-A
53-― A
57

4

8

47

6

65

174--45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

縫 針 1.3

3.2

3.1

25
11
32
29
33
20
16
21

1 85

0.05

0.08

0 05

0 02

0 05

0 03

02
0.05

0 03

0 05

17-A

48

38

61

19-A
37

42

59

41

39

175--56

57

58

59

60

61

62

63

ヘラ ?

〃

骨 斧

〃

矢 筈

67
7.2

51
51
41
39
1.3

2.2

5 07

17
4 95

4.1

56
23
0 15

0 75

鹿骨

未成品 ?

34

16-B
19-B

25-―A

25-B
29

165--13

14

〃

〃

13.2

85
19,8

9.6

D類 鹿骨

D類 猪牙

166--15

16

17

〃

〃

〃

10.3

47
108

10.4

5.2

12.55

D類 鹿骨

D類 猪牙

D類 猪牙

167--18

19

〃

〃

105

163

12.2

44.7

D類 鹿骨

D類 鹿骨

66

71

168--20 〃 17.7 100.0 D類 鹿骨 5 176--64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

装 身具

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15 4

13
1.3

03
05
36
26
18
18
10
21
28

3.8

0 23

0.45

58
0 07

1 65

1 25

03
10
0 42

09
39

かんざし

魚骨 ピアス

魚骨  〃

魚骨 (鮫)〃

魚骨  〃

牙玉 ?

牙玉

牙玉

11

49

46

36

53-B
15

18-B
54

13

2Ⅲ―B

30

169--21
ビ

シ

ワ

コ

ア

オ 16.5 52.0 鹿骨 1

170--22 〃 19.6 138.0 鯨骨

171--23

24

刺突具

〃

14.1

9,0

19.35

1.2

鹿骨 67

43

172--25

26

27

28

15.8

13.3

4.7

5.3

10.8

5.2

1.6

0,73

鹿骨 23A

64

23-B
28

173--29

30

31

32

33

73
7.0

75
90

5.3

4 05

0,75

3.0

鹿骨

エイ棘尾

鹿骨

26

24-― A
20-― A

44 177--76

77

78

79

80

81

82

83

65
66
26
13
23
11
1.2

1.0

82.0

100.0

68
1.85

18
02
0.1

0.27

鹿骨

鹿骨 ペンダント

鹿骨 玉 ?

玉

子旨菊需?

指輪 ?

指輪 ?

子旨専恙?

3

7

62

17-B
31

22

33

27-B

174--34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44 縫 針

6.4

54
5.7

40
4.3

3.9

2.2

38
40
5.6

6.4

1.8

0.8

1.0

0 42

1.55

0.6

0.38

04
0.18

2.6

0.2

32

24-B
45

21-― A
12

9

10

27-― A
20-B
60

18-A

178--84

85

刺突具

釣 針

23 9

27 3

37 2

170 0

エイ棘尾

鹿骨

189--86

87

〃

刺突具

156

26 2

42 0

225 0

鹿骨

鹿骨

73

74
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れば6.6C婢 となる。43は 孔をあけようとしているので、縫針の未成品と考えた。

f.骨斧

58、 59は その形態より骨斧と考えられるものである。58は 完形で長さ5。 10紀 、刃部幅1,3

師、厚さ0。 40犯 の扁平片刃である。59は もう少し幅の広いもので刃部は欠損している。

g.装身兵

64～ 83は 装身具類、及びその未製品である。64は長さ15,5θ例を測る警である。頭部に周

縁にキザ ミロを入れた径1.50能 の装飾をつけている。 65～ 68は サメ等の脊椎骨を利用 した

大小のピアス。69、 70、 71は 牙玉である。72、 73、 76、 77は ペンダントと考えた。76、 77

は落角の角坐に近い部分で、77は 孔がみられる。78、 80～83は一応指輪としておきたい。

78、 80は 未製品、81、 82、 83は 外面に沈線をめぐらした完成品が破損したものであろう。

79は獣骨製の玉である。74、 75は装身具類の加工途中のものと考えた。

h。 その他

85、 87は 漁具や装身具を作る為の鹿角 と考えた。いずれ も粗い加工痕がみ られる。 この

うち87の一部には長 さ3.00絢、 幅0,8C″、 深 さ0.8θ紡の範囲に金属器を利用 した と思われる

加工痕がみ られる。 タテ方向に三分 しようとしたか もしれない。

i.祭祀獣骨

図版■3Vこ |ま 、イノンシ及び シカの下顎骨に穿孔 したものを掲げた。多 くはイノシンの成

獣であるが、シカの幼獣の例 もある。 この種の資料は長崎県菜畑遺跡や、奈良県唐古遺跡

等に出土例がある。菜畑遺跡出土例の場合、 3頭のイノシンの下顎骨に穿孔 し棒で数珠つ

なぎを した例が報告されてお り、 図版■3-1の ように左右の下顎骨のそろった例は 同様

な祭祀があったことを想像 させる。

註

1 内田律雄『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ (海崎地区2)』 島根県教育委員会

昭和63年 3月

2 西本豊弘氏の御教示による。

3 『菜畑』唐津市 昭和57年

4 小林行雄他『大和唐古弥生式遺跡の研究』京都大学文学部考古学研究報告第16冊 昭和18年



13人 骨・ 獣 魚 骨

いずれも、弥生時代前期層、および前期の貝層中からの出土である。特に魚骨はすべて

貝層洗浄中に検出されたものである。

人骨

資料 la、 lb(第 180図 、図版■6)。 同一人物の左右の上腕骨である。 完存する。 1

aは左、 lbが右である。長さは28,Oo2と 短い。左右とも三角筋粗面が認められるが著 し

くない。これらのことより、身長が150C紀 前後の成人女性骨と考えられる。

資料 2a、 2b、 2C(第 180図 、図版■7)は、成人の椎骨である。いずれも肋骨寓は

みられない。それぞれ、第 3、 第 4、 第 5腰椎と考えられる。 資料 la、 lbと 同 じ層

で、比較的近 くより出土していることから、資料 とと資料 2は 同一人物の可能性がある。

資料 3(第 180図 、図版■8)。 現存部長さ22.Oθη、 上腕骨の一部と考えられる。貝層F

(弥生前期 )よ り出土。滑車と骨頭から約)ζ を欠く。肘頭寓の一部が残る。わずかに三角

筋粗面が認められ、成長途上の女性と考えられる。一部に)が残る。

資料 4(第 180図 、図版■8)。 両骨端を欠くが内側唇、 外側唇が認められ、成人の左大

腿骨と考えられる。貝層 I(弥生前期 )よ り出土。現存部長さ26.3Cη。

以上の他に 2点人骨と思われる資料があるが詳しい同定はできなかった。

獣骨

図版■9～ 122とこは獣骨の主なものを掲げた。イノンシ (図版■9)、 シカ (図版120)、 イ

ヌ (図版121-1～ 5)、 アナグマ (図版121-6)、 テン (図版121-7～ 10)、 タヌキ (図

版121-■～14)、 ムササビ (図版122-1～ 6)、 ニホンザル (図版122-12)の 他、 水鳥

類 (図版122-7～ ■ )がある。量的に多いのはイノシシとシカである。 また、 カメ (図

版124--18)が ある。

魚骨

図版123～ 125に 魚骨の主要なものを掲げた。 クロダイ (図版■3-1～ 30)、 コ ブ ダイ

(図版123-31)、 コイ科 (図版124-1～ 8)、 スズキ (図版124-9)、 サメ (図版124-

10)、 コチ (図版124--12)、 ダツ (図版124--13、 14)、 エイ (図版124-16、 17)、 ナマズ

(図版124-■ )等がある。 このうち―、 クロダイやフナ・ コイといった淡水～汽水に生息

する魚の骨が量的に多い。 また、図版125の 中には、 メバルやカサゴといった魚種も多数

含まれると思われる。骨角器や土錘のような漁排具と魚骨との関係は、さらに詳しい同定、

整理をすすめてから考察したいと考えている。
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14貝 製 品

貝製品には、腕輸、指輪、小玉等がある (第 181図、第182図 、第188図 )。 小玉の一部を

除いて、いずれも弥生時代前期の貝層 (第 1図 )中から出土した。また、小玉については

カラー図版 7で示し、その計測値は表26に掲げた。

a.ゴホウラ製腕輪

1は ゴホウラ製腕輸である (カ ラー図版 7)。 貝層 Iよ り1点のみ出土した。 完形品で

ある。長さ7.8C紀 、幅4.7θ″、中央での厚さ2.4c紀を測る。全体に乳白色を呈す。重量は26.

87夕 である。外唇部と螺塔部を除き、殻高方向に両面を切 り落とし、内部の殻軸部を取 り

除いた後に、全体に研磨を施して作られたものと考えられる。外面の一部に一大結節の痕

跡が認められる。

弥生時代のゴホウラ製腕輪は、島根県下ではこれまで平田市猪 目洞穴遺跡において、弥

生時代後期の埋葬人骨に装着されたものが知られている。 そ れ は 立岩型と呼ばれるもの

で、西川津遺跡出土資料とはやや形態を異にする。西川津遺跡出土例は、近県では前期末

の岡山県邑久郡門田貝塚出土資料等、諸岡型に属するであろう。この西川津遺跡出土資料

は、日本における最北部の出土例となった。

1の 出土した貝層 Iは、供伴 した弥生土器によって前期末を下限とするが、同時に人骨

も出上して消り (P267～ 268、 図版■6～ 118)、 その関係が 注目されるところであるが、

貝層 I、 およびその付近が埋葬施設として利用された形跡はなかった。

b.二枚只製腕輪

2～ 7は、いずれもアカガイ製の二枚貝製腕輪と考えられる。このうち、 2と 6は未成

品の一部、 3、 4、 5は完成品の破損したものであるう。乳白色を呈し、もろい。

2、 6は、腕輪の未成品と考えられるものである。 2は幅1.4C寵 に輪切 りされているが、

内外面の磨きはみられない。 6も 幅0。 90″に切られているが、内外面の磨きはみられない。

2は外面に放射肋がみられ、 6は靭帯に近い部分であろう。これらの未成品からすると、

二枚貝製の腕輪には、幅の広いものと狭いものの二種があったことになるが、前者は完成

品としては検出できなかった。あるいは、さらに二分して 3～ 7と 同様な幅の狭いものを

作ろうとする過程の可能性もあるう。

3、 4、 5、 7は、幅の狭い腕輪の一群の完成品である。 全 体 に よく研磨されている

が、外面に 2でみられたような放射肋の痕跡がみられる。

C. ↓旨菊禽
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貝 製 薄 玉 一 覧ヨ見26

計  測  値 計  測  値

番号

|

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

6,1

5.7

60
5,9

56
59
6.5

59
57
63
59
58
57
61
40
6.1

40
30
60
45
36
39
45
49

27
23
24
25
28
22
29
23
20
27
22
24
24
24
21
34
20
18
27
22
20
19
21
23

18
16
19
17
20
17
1.5

18
15
16
18
18
19
16
11
16
13
07
20
13
12
18
08
19

1貝

層

F

G

弥生前 31
32
34
32
38
38
27
33
25
29
28
28
26
25
1,9

82
56
40
37
40
38
33
40
43

16
19
17
19
18
20
17
16
16
15
16
13
15
14
18
17
22
23
15
18
16
13
19
31

H

I

C

A
不明

時 期

1燒
番号

径 1孔径 1厚 さ

D-1区 貝層 I

D-2区 貝層上層

D-3区 貝層下層

C-2区 貝層

D-4区 貝層

C-5区 貝層 I

25

26

27

28

29

80

31

82

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

05
07
07
15
04
04
11
04
07
07
08
21
1.5

12
07
13
08
0.3

0,7

ロー 2区 サンプル

ハー 5区貝 I層
″  貝 I層

〃  貝 I層
″  貝 I層

〃  貝層 トレ

〃  貝 I層

〃  貝 I層

″  貝 I一貝

〃  貝Ⅱ層

〃  貝 I層
〃  貝層 トレ

〃  貝 I層

B-5区 貝層 Ⅱ

A-6区 貝層 I

〃  貝層 I

出土層不明
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実 (3)図測

8はそのサイズや形態

から指輪と考えられるも

のである。 長さ2.20解 、

太さ 0.6× 0.4C能 を 残す

が、 もとイま、 扇七た4蚤2.5

～3.002の 指輪で あった

と推定される。

d.小玉

カラー図版 7に小玉を

掲げた。表26の データに

よれば、外 径 は 最 大で

6.502、 最小で1.9C2の も

のがあ り、孔径は、外径

にほぼ比例している。こ

れらのデータにはバラツ

キがあ り、いくつかのグ

ループに分けることはで

きにくい。このことから

ある程度厚みのある貝を

一旦、一方が細 くなった

管状に加工したものを輸

切 りにして製作されたこ

とが推測されよう。

e。 只錘

9はイタボガキを使用

した貝錘に推定しておき

たい。中央に約3,0× 3.0

o縮 の方形の人工的な孔が

穿たれている。第183図 貝 製

―…272-―



15 西川津遺跡弥生層出上の貝類について

島根大学理学部地質学教室 高安 克己・角館 正勝

I は じ め に

西川津遺跡の弥生層出上の貝類について種の同定と出土数の概略的な量比について調査

を行なったので報告する。一般に遺跡の貝層は自然只層と異な り、只殻の集積までに人為

的な選別、運搬、食用やその他の利用のための加工などが加わっており、その意味すると

ころは複雑である。本報告では西川津遺跡の只層構成種の特徴を述べたあと、食用された

と思われる主な貝類と、その捕採場所について若千の考察を行なう。

I 西川津遺跡出土貝類の特徴

検討した貝類は、弥生時代前期の貝層 F、 G、 H、 I、 同中期の貝層A、 C(只層Bと

Dの試料はCに合めた )、 および同後期の貝層Eか ら出土した試料である。同定した種は、

表27お よびⅣ節で述べてあるように約75種 である。個体数は只層 F、 I、 Cが多く、種荻

も多い。只層Eは個体数はわずかであ り、種数も少なく保存も悪い。いずれの貝層でも巻

貝類が種数、個体数とも二枚貝類より豊富である。出土する貝類は、ほば、現在でも山陰

沿岸に生息するものであ り、とくに南方系や北方系と限定される種は含まれない。また、

只殻Eは別として、時代や貝層の違いによる種組成の変化も認められない。

それぞれの種についての分布や生態的特性についてはⅣ節で述べるが、Ⅲ節の議論のた

めにそれらを整理すると、およそ次のように類別できる。

(1)岩礁や礫地に生息し、潮間帯付近で採取可能な貝類

これらはさらに、現在の島根半島北岸のように外洋水の影響のある場所に生息するもの

と、境水道や美保湾に面した島根半島南岸のように沿岸水の影響を受ける場所に生息する

ものとに分けられる。

a,外洋水の影響が強いところに生息するもの

主なものではアフビ類、ベッコウガサガイ、マツパガイ、クボガイ、ヘソアキクボ

ガイ、オオコンダカガンガラ、サザエ、キクスズメガイ、 レインガイ、イボニシなど

の巻只類であり、食用になるものも多く含まれる。本遺跡ではこのグループが種類も

多く個体数も一般に多いことが特徴のひとつとなっている。

b.沿岸水の影響を受けるところに生息するもの



主なものではコシダカガンボラ、スガイ、イガイなどで、食用種も多い。 a.に比

べると種数は少ないが、イガイやスガイなどは本遺跡で多く出土する。

(2)砂底や砂泥底に生息し、潮間帯付近で採取可能な貝類

これらもさらに外洋水の影響の強いところ、たとえば島根半島北岸に分布する小さな砂

浜など、と沿岸水の影響があるところ、たとえば弓浜半島の外浜など、に分けることがで

きる。

a.外洋水の影響が強いところに生息するもの

サ トウガイ、チョウセンハマグリなどで代表され、いずれも食用になる。本遺跡では一

部の貝層でかなり多く出土するが、一般にはそれほど多くない。

b.沿岸水の影響を受けるところに生息するもの

ハマグリ、カガミガイ、イツシジミガイ、オオノガイなどの二枚貝類である。いずれも

食用になるが、イソシジミガイを除 くと本遺跡からの出土は少ない。イソシジミガイは内

湾的環境のところにも生息する。

(3)砂底や砂泥底のやや深場に生息する貝類

具体的には弓浜半島沖合の美保湾などが想定される。水深 5η 以深で、採取は素潜 りで

も不可能ではないが、漁具を使った方がより効果的であろう。主なものでは、アカニシ、

タマキガイ、イタヤガイ類、′ミィなどで、このうち、イタヤガイや′ミィなどは前 2者に比

べるとやや深いところに多く生息している。アカニシは多く出土するが他は少ない。

(4)海藻の上や間で生活している微小な只類

食用としないが、海藻や他の海産物とともに運ばれ、遺物に混入したものと思われる。

本遺跡では個体数は少ないが種数は多い。たとえばハナチグサガイ、イフカワチ グサ ガ

イ、マツムシガイ、ボサツガイ、ノミニナ、フ トコロガイなど。

(5)汽水の内湾に生息する貝類

現在の中海のような環境が想定される。ウミニナ、マガキ、イタボガキ、サルボウなど

であるが、本遺跡からの出土は少ない。

(6)汽水から淡水への移行の水域に生息している只類

現在の宍道湖にはぼ相当する環境である。岩礁や礫上に生息するイシマキガイ、主に泥

底や藻上を好む ミズゴマツボ、沿岸のアツ原に生息するカフザンショウガイ、砂泥底に密

生するヤマ トシジミなどで、いずれも本遺跡では多く出土する。とくにヤマ トシジミは多

い。

(7)淡水の川や沼などに生息する只類
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オオタニン、カワニナ、モノアラガイ、ヒラマキ ミズマイマイ、マツカサガイなどで、

本遺跡ではカフニナとマツカサガイが多く出土する。

なお、検討した標本には貝類以外の有殻生物も含まれていた。なかでもカメノテ、フジ

ツボ、ウニ類が多く出土した。

Ⅲ 食用された主な貝類とその捕採場所

ほとんどの只類は食べることができるが、日常的に食用されるには、特別な漁具がなく

ても捕採が可能な浅所に生息していること、同一種が密集して生息していて限られた場所

で大量に捕採できること、また、そのような場所が遺跡からあまり離れていないこと、な

どの条件が必要である。もちろん、肉が多く、味も良いことも重要であるう。本遺跡で圧

倒的に出土量が多いヤマ トシジミは上記の条件を十分に満たしてお り、弥生時代において

も蛋白源としての主要な水産物であったと考えられる。

ヤマ トツジミ以外にもインマキガイ、 ミズゴマツボ、カワザンショウガイなど、汽水か

ら淡水への移行水域に生息する只類がかな り多く検出された。これらは食用貝とは考え難

く、また、ヤマ トシジミとは異なる底質のところに生息するので、ヤマ トシジミの捕採に

関連して遺跡に搬入され、遺物に混入したものとも思えない。むしろ、遺跡が汽水から淡

水への移行水域に接していて、これらの貝類がそこに自生していた、と考えた方が無理が

ない。もちろん、ヤマ トシジミも遺跡の近傍に密集して生息していたに違いない。ただし、

このことを立証するには、遺跡付近の同時代の水中堆積物から自然貝層としてこれらの貝

類を確認する必要がある。

ヤマ トシジミ以外で食用されたと考えられる主な只類は、サザエ、レインガイ、イボニ

ツ、イガイ、アカニシ、カワニナ、マツカサガイなどである。

サザエ、レインガイ、イボニシは、いわゆる い`そもの〃で、おそらく島根半島北岸の

岩礁海岸で捕採され、遺跡に搬入されたものであろう。このような い`そもの″の中には、

他に、アフビ類、ベッコウガサガイ、マツバガイ、オオコンダカガンガラ、クボガイなど

があるが、上記のものに比べて少ない。イガイも い`そもの〃のひとつと言って良いが、

これは半島北岸ばか りでなく美保湾から中海に面した岩礁地帯にも広 く分布してお り、密

集して生息していることから、さかんに捕採され食用されていたであろう。半島南岸の岩

礁地帯ではスガイも捕採、食用されていたと思われる。また、只類ではないが、岩礁地帯

で摩つ うに見られるカメノテ、フジツボ、ウニ類も日常的に食用されていたであろう。

アカニンはやや深物の砂地に生息しているが、大型の巻貝で発見 しやす く、また肉も多

く比較的美味であることから捕採の対象になっていたと思われる。砂泥底の浅所からはイ
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ツシジミ、ハマグリ、チョウセンハマグリ、サルボウガイ、サ トウガイなどを採取 して食

べていたと考えられる。しかし、イソシジミとサ トウガイが一部の貝層で多産 す る以 外

は、一般にあまり多く出土しない。おそらく、イソシジミはハマグリとともに境水道から

弓ケ浜半島の外浜一帯で捕採されたものであるう。チ ョウセンハマグリとサ トウガイは外

洋水を好む種で、島根半島の小規模な砂浜海岸が主要な産地であったと思われる。中海で

は近年までサルボウガイが多産し、また現在でも大根島周辺から北部水域ではアサ リやカ

キなど重要な食用種が生息しているが、弥生時代の本遺跡ではこれらの貝類をさかんに食

用にしていた形跡がみられない。地質学的資料にもとづく弥生時代の中海の古地理は現状

にはぼ近い形をしているが (大西 1985)、  水質環境は現在とは多少異な り、 サルボウガ

イやアサリにとっては生息しにくい環境であったかも知れない。この点は今後、多くの資

料を集めて検討してみる必要がある。

カフニナやマツカサガイは淡水性の貝類で、遺跡近傍の朝酌川水系で採取され、食用と

されていたものと考えられる。カワニナは現在でも遺跡周辺の河川に多いが、寄生虫の中

間宿主になることで通常は食用としない。また、マツカサガイは清澄な淡水域 を 好 む 種

で、宍道湖周辺ではほとんど現生していない。両種が食用されていた弥生時代は、朝酌川

水系の水質環境が現在よりかな り良好であったと考えられる。

以上のように、貝層の構成種とその量から見た限 りでは、本遺跡の弥生時代 の 食 用 貝

は、おそらく遺跡近 くで容易にかつ大量に捕採できたと思われるヤマ トシジミを 中心 と

し、島根半島沿岸で採れる い`そもの〃と遺跡周辺の河川で採れる淡水貝類、および若千

の砂泥底に生息する只類を加えたもの、ということができる。

なお、本遺跡では通常食用にしないさまざまな微小な巻貝が検出された。これは、海藻

などの海産物にともなって遺跡に搬入され,遺物に混入したものと考えられ、当時の食生

活や海藻の利用法 (た とえば製塩など)を検討する上でひとつの鍵を握るものであろう。

Ⅳ 西川津遺跡産貝類各説

以下に、各々の貝類標本について簡単な解説を記す。種の同定や現在の分布、生態的特

性等については末尾に掲げた図鑑や文献を参考にした。

1 アフビ類  VttJゲθサゲs〃  spp.(図 版127、 第 5図 )

標本はすべて破片であり、風化もはげしく種を特定するのは難しい。呼吸孔が管状に突

出しない トコブシ様のものや、螺塔が比較的大きくなるものなど、いくつかの種が含まれ

ていると思われる。

現在、山陰海岸でかつうに見られる種はマダカアワビ N″カサケs%αカカα (Habe)、 クロ
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アワビ ハL IJ7isじ クs″勁 s(Reeve)、 メガイアフビ Nゴ ξ7妨ι,(Gmelin)、 および ト

コブシ δ%JσクJπ s ttυιttποJ9γ αT%α力″S(Reeve)で ある。いずれも外洋性の岩礁地帯

に生息するが、潮間帯のような採取が容易と考えられるところにはクロアフビ、メガイア

フビ、 トコブシの 3種が多い。マダカアワビは、通常10～ 50れ の深度に生息しており、ま

た、本種の特徴である太 くて高い呼吸孔をもつ殻片が検出できないことから、標本中に本

種が含まれる可能性は低い。

2 ベッコウガサガイ CιJJα %α g7Eサ,vα ttα (Gould)(図版127、 第 2図 )

殻高が比較的高い中型のかさ貝で、結節状の多数の放射肋を殻表にもつ。北海道南部以

南に分布し、潮間帯の岩礁に付着している。食用にされる。別名ベッコウザラガイ。現生

のものは殻内面の筋肉痕に四まれた部分が暗褐色をしているが、遺跡産の標本では脱色し

ている。

3 マツバガイ Cゼ′Jαηα %ケg7o″ %ιαサα (Reeve)(図 版127、 第 1図 )

日本本上のかさ貝では最大のもので、別名をウシノツメとも言 う。北海道を除く各地と

朝鮮半島に分布し、潮間帯の岩礁にしっか りと固着している。食用にされる。殻表に放射

状の多くの松葉模様があるのが特徴で、遺跡産の標本でもそれが良く保存されている。

4 インダタミガイ MO%肋 妨α′αb力 (Linne)(図 版127、 第12図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯の岩礁や転石上に生息する。殻表には低平で細長い顆

粒が石畳状に配列する。顆粒が丸くもりあがる熱帯型のものと区別して fOrma confusa

Taparone―Canefriと する。いわゆる い`そもの″のひとつとして食用 にされるが、 美

味でない。

5 ハナチグサガイ Cα妨力α万〃%s εα〃カカ知α εα′Jゲじ力知α(Philippi)(図 版127、 第 6図 )

北海道南部かと九州に分布する小型の巻貝で、潮下帯の海藻上に生息、食用にされたと

は考えられず、他の海産物に付着していたものがまぎれ込んだものと思われる。

6 シリブ トチグサガイ C,%サカα万力 sじ,〃カカ知α うん,カゼαサクs(PilSbry)(図 版127、

第 7図 )

前種に似るが、殻表に数本の螺溝をめぐらす。分布域も前種と同じであるが、本亜種は

主に岩礁上に生息する。

7 チグサガイ Cα%サカα万力 s″♪ο%λ%S(A.Adams)(図 版127、 第 8図 )

前 2者 よりやや大型で殻高も高い。分布域、生態ともにハナチグサガイと同様。

8 イワカワチグサガイ カ貶乃α″αテ婢σ力%s%乃α%クs(Gould)(図版127、 第 9図 )

微小な巻只で、本州中部以南に分布。潮下帯の海藻上に生息している。螺層に明らかな
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螺肋があるのが特徴。チグサガイのなかまは、前述したように、すべて他の海産物に付着

して遺跡遺物にまぎれこんだものと思われる。

9 クボガイ C"ο知サ師%α αttυ ttSサθ%α ″配力乃ι,(Tapparone―Canefri)(図 版127、

第 3図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯下部の礫地に生息。食用され、 い`そもの″ の なかで

は美味。遺跡標本では破片が多い。

10 ヘソアキクボガイ C力οJ9幻 Oο%α αttυttS′0%α turbinatum(A.Adams)(図 版

127、 第 4図 )

分布域、生態ともにクボガイとほぼ同様で、食用にされる。本遺跡での出土はクボガイ

よりも稀。ただし、体層以外の破片では両者が区別できない場合が多い。

11 コシダカガンガラ 0留 力́αカクS%0ケじ%s(Gmelin)(図版127、 第11図 )

日本全国に分布し、潮下帯の岩礫地に生息する。次の種に比べると、やや内湾的環境を

好む。ゝ そヽもの″として食用。

12 オオコンダカガンガラ 0留タカα″クS"万 じαttι%ル万 (Dunker)(図 版127、 第

10図 )

本州から九州にかけての日本海沿岸に分布。外海に面した岩礫地の潮間帯から潮下帯に

生息。ゝ そヽもの″のなかでも美味。 本遺跡からの出土も多く、 多 くは殻口部が欠損して

いた り、大型のものは殻頂部が欠損しているものもあるので、明らかに食用されていたと

考えられる。

13 キサゴ y陶ぅθ%ヶク%(Sクθカケクη)ω S′αサク%(Kiener)(図版127、 第13図 )

北海道南部以南に分布し、外洋に面 した潮下帯の砂底に生息する。肉は美味であるが、

本遺跡では幼貝と考えられる標本が只層Cか ら1個体産出しただけであった。 保 存 が 悪

く、 内湾の潮間帯に生息するイボキサゴ ユ (S。 )陶ο笏物物物%(Lamarck)と の区別

がつきにくいが、脳盤の発達が悪いのでキサゴとした。

14 キサゴの一種 yttb。笏防%(s%じ笏π%)sp.

わずかに破片が産するのみで、キサゴかイボキサゴか判別ができない。

15 サザエ Tクんο (βαサゲJ′クs)ωγ%%サ%S Lightfoot(図版127、 第14、 15図 )

日本海側では北海道西南部以南に分布。外海に面した岩礁地帯の潮間帯から水深40紀 付

近まで生息。本遺跡では蓋も含めて最も出土量が多い貝類であ り、現在と同様に重要な食

用種であったと考えられる。なお、本遺跡産の標本は有棘型のものが多く、荒い波を受け

るような環境から採取されたと思われる。
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16 スガイ L筋 %ιJ′αじθ夕o%αサαじθγθθガs(Rёduz)(図版127、 第16図 )

北海道南部から九州に分布し、内海の潮間帯の岩礫地に生息。 い`そもの″ として 食用

にする。本遺跡でもかつ うに産 し、スガイのものと思われる蓋 (図版127、 第17図 )も 比較

的多い。

17 インマキガイ C′ケサカοη γ冴幻クケεサ
"S(Vo Martens)(図

版127、 第18図 )

本州中部以南の汽水から淡水域に生息。現在の宍道湖でも摩つ うに見られる。貝層Eを

除く各層からかなり多量に出土するが、食用にしていたか否かは不明。本種は石灰質の蓋

をもつが、本遺跡からはこの蓋がほとんど出土していないことも興味がもたれる。

18 オオタニシ Cttαη印クαJク″%α ブ,´θ%力αブ妙ο%力α (V.Martens)(図版128、 第 2

図 )

本州か ら九州に分布。池や沼に生息。本遺跡からは成貝は検出されず、わずかに幼貝と

胎児殻 と思われる個体が貝層 Iか ら出上 した。

19 カフニナ Sθ物ゲS筋′ωψゲ紹 ″うι舟力α (Gould)(図 版 128、 第 1図 )

全国の淡水域にかつ うに見 られる。本遺跡か らは貝層Eを除 く各層か ら多量に出土。幼

貝か ら成貝まで含まれる。寄生虫の中間宿主になってお り、現在ではかつ うは食用に しな

ヤヽ。

20 タマキ ビガイ Lカサο万%α bγθυ力%′ρ (Philippi)(図 版 128、 第 3図 )

全国に分布し、岩礁地帯の飛沫帯に密集して生息。春の産卵期には水の中に入る。一部

の貝層では比較的ふつ うに出土するが、後述する微小な貝類と同様、食用されていたとは

考え難い。‐

21 エブタマキビガイの近似種 Lカサν力α cf.s?%α″′α Broderip et Sowerby(図 版

128、 第 4図 )

かな り大型のタマキビ類で、エブタマキビに類似するが標本が風化していて種の同定は

困難である。貝層 Iか ら1個体のみ出土。エブタマキビは東北地方以北の岩礁地帯に現生

している。

22 ミパゴマツボ Sサι%ο″り紹 γιω%″力 Lindholm(図 版128、 第 5図 )

日本全国の汽水域に分布し、藻上や泥上に生息する。殻高 5～ 6″πの微小な巻貝で、本

遺跡からは貝層E以外で、かな り多量に出土する。食用されたとは考えられず、また、他

の有用水産物に付着して遺物にまぎれ込んだとも考え難い。貝類を捨てた場所に生息して

いたものではないだろうか。

23 イリエツボ 罰ηクs力ο′αノθ%あθゲ(Yokoyama)(図版128、 第 6図 )
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北海道以外の内湾の潮間帯、砂泥底に生息する微小な巻貝。東京や大阪の沖積層から化

石としても産出している。本遺跡では貝層Cで 1個体のみ検出した。

24 キンスジチョウジガイ スタα′απぢαε♂πル

"力
πttλ Dunker(図 版128、 第 7図 )

房総半島以南の各地に分布し、潮間帯の砂地に生息する。殻高10純″程度の小型巻貝。貝

層 Iに 1個体のみ検出。

25 カワザンショウガイ 4∬ガ初ど盟ια ιガ¢αブάοη力αV.Martens(図 版128、 第 8図 )

日本各地に分布し、アシ原の発達 している河口付近の汽水域にぶつ うに見られる。貝層

Eを除く各貝層でみられ、 ミズゴマツボ同様に、貝の捨て場の環境を示す示標のひとつと

みなせる。

26 ム`カデガイ (ヘ ビガイ )〃 の一種 7`¢″陶
"ク

d″ sp.(図版128、 第 9図 )

岩礁に固着する巻貝のなかまで、貝層 Iよ り破片が検出されただけである。食べられる

が、固着した貝殻を岩からはがし採るのは困難であるため、もし食用としていたならば採

取場所で殻から
｀
肉
″をはずしていたであろう。

27 カフアイガイ Cιπゲれど彦θό 0′′α力α力″カパゲS(K.Martin)(図 版128、 第10図 )

関東より南の湾奥の泥質干潟に分布している。貝層Fよ り不完全な 2個体を検出したの

ヌk。

28 ウミニナ B,サどど′α″ケα解クカび″切ゲ∫(Lischke)(図 版128、 第■図 )

北海道南部以南の砂泥質千潟に分布している。食用になる。食べる時は、ふつ う殻頂部

を割 り、
｀
味

″を吸い出す。 本遺跡産のものも殻頂部を欠損していることが多いが、 同様

な食べ方をしていたかどうか不明。前種と同様、千潟では密集してみられるが、潮差が少

なく千潟がほとんど発達しない山陰地方では一般的な貝ではなく、本遺跡での産出も多く

ない。

29 コウロギガイ C″ゲれ力解 たοう房ιど(Dunker)(図版128、 第12図 )

関東から南に分布し、潮間帯から水深約20紀 までの岩礁に生息する。 しばしばヤ ドカリ

の棲殻となる。本遺跡での産出は少ない。

30 キクスズメガイ Sαうグ,θοηたα (Schumacker)(図版128、 第14図 )

北海道南部以南に分布し、アワビ類やサザエ類の殻表に付着している。本遺跡でも多 く

検出される。

31 チャイロキヌタガイの近似種 Pα′″α力 dια cf.α″サ防∫∫c力 (JOusSeaume)(図版128、

第15図 )

殻表が風化、脱色しているため種の確定はむづかしいが、殻の形態から標記のように同
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定した。チャイロキヌタガイは房総以南に分布する小形のケカラガイ類で、山陰海岸でも

摩つ うに見られる。

32 アカニシ nψα″α υθηοSα (ValenCiennes)(図 版128、 第19図 )

北海道南部以南に分千し、水深 5～ 20“ の砂泥底に生息する。肉は美味で、本遺跡でも

かなり多 く出土する。一般に殻口部分が欠損し、大型の標本では体層が大きく破壊してい

る。殻の破片も多い。

33 レイシガイ Rιλんガαう″οη崩 (Dunker)(図版128、 第17図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯下部の岩礁に生息。次に述べるイボニシに類 似 す る

が、本種の方が結節が九くて大きいこと、成貝ではより大型になることで区別できる。現

生標本では殻国内部の色でも区別できるが、遺跡標本では脱色している。食用になるが味

は辛い。本遺跡からも多く出土している。

34 イボニシ Rιゲ∫んガ,ε′αυゲg¢紹 (Kuster)(図 版128、 第16図 )

分布、生態ともレインガイと同じ。味も同様で、本遺跡から多数出土する。なお、アカ

ニシ、 レインガイ、イボニシなどのアクキガイ科の貝からは紫色の染料がとれる。

35 ウニレイシガイ 脆 πケη
"′

α¢れガηαια (Blainヤ ille)(図 版128、 第18図 )

関東以南に分布する比較的小型の巻貝で、水深20η 以浅の岩礁に生息する。貝層Aか ら

1個体のみ出土。

36 マツムシガイ P/ιtt ιιd才クガガ盟α″ガαリルπαι (Griffith et Pidgeon)(図 版128、 第

20優コ)

関東以南の岩礁の潮間帯から水深20紀 程度のところにすみ、海藻の間や石の下に多い。

小型の巻只で、他の海産物に伴ってまぎれ込んだものと思われる。本遺跡からの産出は稀

である。なお、以下に述べるボサツガイ、ノミニナモ ドキ、ノミニナ、サラサノミニナ、

クダマキマツシマ、フトコロガイなどケモ トガイ科の小型の巻貝は、みな 本種と同様に

他の海産物に伴って遺跡に搬入されたものと思われる。

37 ボサツガイ 42πtts紹ゲ∫″α (Sowerby)(図 版128、 第21図 )

分布、生態ともマツムシガイに類似、本遺跡からの出土は稀。

38 ノミニナモ ドキ 乙α∫T,陶″■μ″陶ケd▲.Adams(図 版128、 第22図 )

39 ノミニナ Zαデrα ク́紀ゲ′α (Dunker)(図 版128、 第23図 )

以上の 2種は
｀
いずれも関東以南に分布し、潮間帯の岩礁の海藻中に生息する。出土は

lF4。

40 サラサノミニナ Zα力α ιποgιοブノ♂s(SOWerby)(図版128、 第24図 )
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紀伊半島以南の潮間帯岩礫地に生息。出土は稀。

41 クダマキマツムシガイ P′ι″οttO紀力π♂′′α ノθク″οサοttOぢ′ι∫ (PilSbry)(図 版128、

第25図 )

関東以南の潮間帯岩礫地に生息。海藻のあいだに多い。本遺跡からの出土は稀。

42 フトコロガイ Eクダケσα∫εれ″α (Lamarck)(図 版128、 第26図 )

関東以南の潮間帯から水深20π 付近までの岩礁に生息し、海藻のあいだに多い。本遺跡

からの出土は少ない。

43 バイ Bαιヅοttα ブαクοれた,(Reeve)(図版128、 第13図 )

北海道南部から九州に分布。水深約10紀 の砂底に分布 し、通常は′ミィかごなどの漁具を

用いて採取する。食用とし美味であるが、本遺跡からは貝層Fで 1個体出土したのみであ

る。

44 ナ ミヒメムシロガイ Rιιたク兜αssα ′¢″η?∫力″α (Gould)(図版128、 第27図 )

本州以南に分布し、潮間帯の細砂中に生息。出土は稀。

45 クロスジムンロガイ R″たク2α sdα 力彎サ″θクια (Dunker)(図版128、 第28図 )

北海道から九州に分布し、岩礫底にも砂泥底にも生息する。出土は稀。

46 ヒメムンロガイ Rιιたク打αttα うι″,(Gould)(図版128、 第29図 )

日本全国に分布し、潮間帯から水深20紀 程度の岩礫底に生息する。貝層 Iではあつ うに

出土する。

47 ムシロガイ Nガοれα力υι∫ειηS(Philippi)(図 版128、 第30図 )

本州以南の各地に分布し、潮間帯から水深20η 程度の細砂底に生息。只層Fにぶつ うに

出上し、貝層 Cか らも近似種を検出。以上44～ 47ま での小型巻貝も通常は食用とせず、他

の海産物等とともに遺跡に搬入されたものと思われる。

48 マクラガイ 0カυα解クSι力″α Lamarck(図 版128、 第31図 )

関東以南に分布し、日本海側では佐渡以南に多い。水深 5～ 30孵 の細砂底にもぐって生

息している。通常食用にはしない。貝層Fか ら出土する。

49 ムシボタルガイ 0カυιιια力ιgク″αttα (A.Adams et Reeve)図 版128、 第32図 )

マクラガイとはぼ同様の分布、生態を示すが、殻高 10紀足らずの小型種である。貝層C

から稀に出土。

50 タケノコガイ科の一種 TEREBRIDAE gen.et spo indet.(図 版128、 第33図 )

螺層の一部が貝層Fか ら出土。このなかまは、一般に浅海の砂底に生息し、打上げ貝の

中にも多い。
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51 モノアラガイ R,′ガ,ブά οηたα (Jay)(図 版129、 第 1図 )

日本各地の池、沼などに分布し、水草に付着 して生活している。貝層Fか ら稀産 し、他

の淡水貝に伴って混入したものと思われる。

52 ヒラマキ ミズマイマイ Q/αク′クj∫″κゲ〃クd(Gould)(図 版129、 第 2図 )

日本各地の淡水域に分布し、水車や石に付着している。只層Cに稀産。

53 コハクガイ科の一種 ZONITIDAE gen.et spo indet,(図 版129、 第 3図 )

螺塔が低い微小な巻貝で、形態はコハクガイ科の陸貝に似る。 しかし、この科の多くは

移入種であるため、更に検討を要する。本遺跡からは貝層 I、 Cで摩つうに出土し、他に

只層 F、 Hで も稀産する。

54 カリガネエガイ Bαπうα力α (Sαυをりαπεα)υゲ″ιsει″d(Reeve)(図版129、 第 5図 )

北海道南部以南に分布、岩礁に足系で固着している。内湾にも外海にも生息するが殻の

形態が多少異なる。本遺跡では貝層Fと Cでわずかに出土するが、いずれも殻後方が広が

る外海型のものである。

55 サ トウガイ 駐άんακεα dα ttOpど (Dunker)(図 版129、 第 8図 )

房総、北陸以南、九州まで分布、外注に面 した亜潮間帯の砂底に生息。殻表の放射肋は

38本前後。赤貝の代用として食用にされる。本遺跡では貝層Aに非常に多く出土するが、

他の貝層では Iを除き検出できない。

56 サルボウガイ &αクん″εα S2ιεπιηαぢι(Lischke)(図 版129、 第 9図 )

前者と同様な地域に分布するが、本種は内湾性である。放射肋は32本前後で、かつて中

海に多産 し食用にされた。貝層 F、 I、 A、 Cに少数出上した。なお、破片となった殻は

サ トウガイとサルボウガイの区別が不可能なものもある。

57 ベンケイガイ G秒りηι″λ ttd彦力α (Dク免力″)(図版129、 第10図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯下部から水深約102の砂底に生息する。近似種のベン

ケイガイ Go αJうο力解αια (Lischke)と は殻が厚 く、大きく、肩が張ることで区別でき

る。食用にもされるが、厚い殻を利用して装飾品等に加工されることもある。ツメタ貝な

どによる穿孔痕があり、採取時にすでに死殻であったことが明らかな殻片が出土している

ことも、食用以外に利用されていたことを暗示していると言ってよいだろう。タマキガイ

に近似した標本も含めると、貝層 G、 I、 Cか ら出土しているが、破片や幼貝が少数認め

られるだけである。

58 イガイ Mytylus corscus Gould(図 版129、 第 6図 )

北海道南部以南の潮間帯から水深約20紀 の岩礁に足系で付着して群生している。食用さ
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れ美味。本遺跡ではすべての貝層から出土してお り、とくに貝層 F、 Cに多い。殻はほと

んどすべて成貝と思われる破片である

59 インコガイの一種 Sψι√ιπ Sp.(図版129、 第 4図 )

イガイに似るが小型で、殻頂内部に隔板をもつ。このなかまは日本では北海道南部以南

に分布し、潮間帯から潮下帯の岩礁に足糸で付着している。貝層 F、 Cに稀に出土するの

みで、イガイに混在 していたものかも知れない。

60 イタヤガイの一種 乃ειιη sp.(図 版129、 第 7図 )

殻片が只層Fと Iに少数出土する。イタヤガイのなかまは北海道南部以南に分布し、水

深10～ 100η の砂泥底に生息する。 潮間帯の只類が大部分を占める本遺跡では、 バイとと

もに例外的に深場の貝である。

61 ナミマガシフガイ ス″ο陶
'α

θ肪″ηs√∫Philippi(図版130、 第 1図 )

北海道以南に分布し、潮間帯から水深約20れ の岩礁や礫に固着している。標本は膨らん

だ左殻のみで、貝層 Iか ら摩つ うに出土するほか、本種と思われる殻片が貝層Hにわずか

に認められる。

62 マガキ C″αssο∫″ια gガ gαs(Thunberg)(図版130、 第 2図 )

日本各地の低塩分の内湾に分布し、岩や杭などに付着するほか砂泥底にも小礫や死殻な

どに付着して生息する。食用にされ美味。本遺跡では弥生中期の貝層Aと Cに限って出土

しているが、量は少ない。

63 イタボガキ Odttπ ια′ιパ房翻 房″οdα Lischke(図版130、 第10図 )

関東以南の内湾に分布し、岩礫に固着した り、砂泥の上に互いに付着しあって団塊状に

なって生息する。食用にされる。本遺跡では貝層Hと Iに少数の殻片が出土した。

64 イシガイの近似種 し4滋ο Cf.プοクg′α∫ガαι (Griffith et Pidgeon)(図版130、 第 5

図 )

殻がやや厚い中型の淡水二枚只で長い後側歯をもっている点で後述のマツカサガイに類

似するが、殻表のさざなみ状の彫刻がほとんど発達しない。インガイは全国の河川の砂礫

底に生息。本遺跡では、貝層 I、 A、 Cに稀に出土。

65 ドブガイの近似種 Attο″οガ,(Sガ盟αttο″οガα)cf.pοο′ガα″α Lea(図版130、 第 6

図 )

破片であるがかな り大型の淡水二枚貝と考えられ、側歯を欠いているので上記のように

同定した。 ドブガイは本州以南の河川や湖沼の砂泥底に生息。只層 I、 Aか ら稀産。

66 マツカサガイ カυ♂πs,′ιη∫ブαクο″″SガS(Lea)(図版130、 第 7図 )
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全国に分布 し、水のきれいな川の砂礫底に生息する。中型の二枚貝で主歯が太 く、殻表

のほば全面にさざなみ状の彫亥Jがみ られる。本遺跡では貝層 E以外で出土 し、只層 F、 C

でとくに多い。当時、食用 していた可能性がある。

67 マヤ トシジ ミ COπうたク′αプά οηケεα Prime

全国の汽水に生息。各貝層 とも多産 し、現在同様、さかんに食用されていたと考えられ

る。

68 サルノカシラガイ P6・ιク′οれα勿,π″″Oυιπdα (Lischke)(図 版 130、 第 4図 )

関東以南に分布 し、潮間帯か ら水深約20π の岩礁に固着 している。扁平な左殻が貝層 C

から 1個体出上 したのみ。

69 トマヤガイ Cαガ″α Jθαηα Dunker(図 版 130、 第 3図 )

津軽海峡以南に分布 し、潮間帯の岩礫に足糸で付着 している。貝層 Fか ら少 数 出 上 し

アこ 。

70 フジナ ミガイの近似種 打ガ″ク′α cf.うοθ″′J″gんαク∫ケ(Lischke)(図 版130、 第 9図 )

次種に似て殻は薄 く、膨らみが弱いが大型。破片が貝層Hか ら出土したのみで、種を確

定することはできない。フジナ ミガイは関東以南に分布し、潮間帯から水深約20紀 の砂底

に生息している。

71 イツシジミガイ Nク″α
"ケ

αο″υαεια (Jay)(図版130、 第 8図 )

全国に分布し、潮間帯から水深約10紀 の砂泥底に生息している。ときに密集して生息し

食用にされる。本遺跡では貝層A、 Eを除く各層から出土し、とくに貝層 Iで多産する。

72 ハマグリ M℃T,πガα′ク∫οttα (Rёding)(図版131、 第 1図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯から水深約20れ の砂泥底に生息する。次種より殻が多

少小さく、薄い。また、腹縁に丸みがある。淡水が流入するような沿岸部に多い。食用に

され、本遺跡では貝層 F、 G、 I、 Cに 出土するがあまり多くない。

73 チ ョウセンハマグリ Mθπθιπ滋 ′α紀″εた
'Deshayes(図

版131、 第 4図 )

房総、能登半島以南に分布し、潮間帯下部から水深約20れ の砂底に生息している。前種

と違って外洋性である。殻は厚 く、大きく、腹縁の九みは弱い。食用にされるほか、殻は

各種の加工材料とされる。本遺跡では貝層Eを除く各層より出土し、前種よりやや多い。

74 カガミガイ 〕物εοsθ ttα ブά 0犯たクη (Peeve)(図 版131、 第 2図 )

北海道南部以南に分布し、潮間帯から水深60脇 の細砂底に生息する。食用にされるが、

本遺跡では貝層H、 Iに稀産するのみ。

75 オオノガイの近似種 y)α cf.ακ♂ηαれα 00″οgαゲ Makiyama(図 版131、 第 3図 )
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大 きな弾帯受けを もつ貝片が貝層 Iで検出されただけである。 オオ ノガイは北海道以南

に分布 し、潮間帯の砂泥底に深 くもぐって生息 しているが、遺跡近 くでは境水道の海底に

多産す る。食用にされ る。
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図 版 説 明 (写真図版127～ 131)

図版127

1.マ ツバガイ、×1.2 貝層 I(弥生前期)

2.ベ ッコウガサガイ、×1.2 貝層 I( ″ )

3.ク ボガイ、×1,2 貝層F( ″ )
4.ヘ ソアキクボガイ、×1.2 貝層G( ク )
5.ア ワビ類×1.2 貝層F( ″ )
6.ハ ナチグサガイ、×2.0 貝層 I( ク)

7.シ リブ トテグサガイ、×2.0 貝層C(弥生中期)

8,テ グサガイ、×2.0 貝層 I(弥生前期)

9.イ ワカワチグサガイ、×2.0 貝層 I( ク )

10,オ オコシダカガンガラ、×1.2貝層F( ″ )

■ .コ シダカガンガラ、×1.2 貝層F( ″ )
12.イ シダタミガイ、×1,2 貝層F( ク )
13.キ サゴ、×2.0 貝層C(弥生中期)

14.サ ザエ、×1.2 貝層F(弥生前期)

15a、 b.サザェの蓋×1.2 貝層A(弥生中期)

16.ス ガイ、Xl.2 貝層F(弥生前期)

17a、 b,ス ガイ類の蓋×1.2 貝層H( ″ )
18a、 b.ィ シマキガイ、×1.2 貝層G( ″ )

図版128

1.カ ワニナ、×1.2 貝層F( ″ )
2.オ オタニシ (幼貝)、 ×1.2 貝層 I( ″ )
3.タ マキビガイ、×2.0 貝層F( ク )
4.エ ゾタマキビガイの近似種、×1.2 貝層 I

(  ″  )

5.ミ ズゴマツボ、×2.0 貝層 I( ク )
6.イ リエツボ、×2.0 貝層C(弥生中期)

7.キ ンスジチョウジガイ、×2.0 貝層 I

(弥生前期)

8.カ ワザンショウガイ、×2.0 貝層H( ″ )

9.ム カデガイ (ヘ ビガイ)の一種、×1.2 貝層 I

(  ク  )

10.カ ワアイガイ、×1.2 貝層F( ク )
■ .ウ ミニナ、×1.2 貝層F( ″ )
12.コ ウロギガイ、×1.2 貝層F( ″ )

13.バイ、×1.2 貝層F( ″ )
14,キ クスズメ、×1.2 貝層C(弥生中期)

15.チ ャイロキヌタガイの近似種、×1.2 貝層C
(  ク  )

16.イ ボニシ、×1.2 貝層F(弥生前期)

17.レ イシガイ、×1.2 貝層 I( ク )
18.ウ ニレイシガイ、×2.0 貝層A(弥生中期)

19.ア カニシ、×1.2 貝層 I(弥生前期)

20,マ ツムシガイ、×2.0 貝層F( ″ )
21.ボサツガイ、×2.0 貝層F( ″ )
22.ノ ミニナモ ドキ、×2,0 貝層 I( ″ )
23.ノ ミユナ、×2.0 貝層 I( ″ )
24.サ ラサノミニナ、×2.0 貝層F( ″ )

25.ク ダマキマツムシガイ、×2.0 貝層 I(″ )

26.フ トコロガイ、×2.0 貝層F( ″ )
27.ナ ミヒメムシロガイ、×2.0 貝層 I( ″ )
28.ク ロスジムシロガイ、×2.0 貝層F( ″ )
29.ヒ メムシロガイ、×2.0 貝層 I( ク )
30.ム シロガイ、×2.0 貝層F( ″ )
31.マ クラガイ、×1.2 貝層F( ″ )
32.ム シボタルガイ、×2.0 貝層C(弥生中期)

33,タ ケノコガイ科の一種×2.0 貝層F(弥生前期)

図版129

1.モ ノアラガイ、×2.5 貝層F( ″ )
2.ヒ ラマキミズマイマイ、×2.5 貝層C(中期)

3.コ ハクガイ科の一種、×2.5 貝層 I(前期)

4.イ ンコガイ科の一種、×1,2、 左殻員層F
(  ″  )

5.カ リガネエガイ、×1.2、 右殻 貝層F( 夕 )

6.イ ガイ、×1.2、 左殻 貝層F( ″ )
7.イ タヤガイ科の一種、×1.2、 右殻 貝層C

(中期)

8.サ トウガイ、×1.2、 右殻 貝層 I(前期)

9.サ ルボウガイ、×1,2、 左殻 貝層A(中期)

10.タ マキガイ、×1.2、 右殻 貝層 I(前期)

図版130

1.ナ ミマガシワガイ、×1.2 貝層 I( ″ )
2.マ ガキ、×1.2 貝層A(中期)

3.ト マヤガイ、×1,2、 右殻 貝層F(前期)

4.サ ルノカシラガイ、×1.2 貝層A(中期)

5.イ シガイの近似種、×1.2 貝層A(″ )

6.ド ブガイの近似種、×1,2 貝層 I(前期)

7.マ ツカサガイ、×1,2、 左殻 貝層F(ク )

8.イ ソシジミガイ、×1.2 貝層 I(″ )

9.フ ジナミガイの近似種、×1,2 貝層H(″ )

10。 イタボガキ、×1.2 貝層 I(ク )

図版131

1.ハ マグリ、×1.2、 左殻 貝層 I(ク )

2.カ ガミガイ、×1.2、 右殻 貝層 I(″ )

3.オ オノガイの近似種、×1.2、 左殻 貝層C(中期)

4.テ ョウセンハマグリ、Xl.2、 左殻 貝層C
(″ )

5a、 b、 6a、 b、 7a、 b.ヵ メノテの殻板、×1.2

貝層C(″ )

8.カ ニのはさみ、×1.2 貝層 I(前期)

9.カ ンザシゴカイ科の一種、×1.2 貝層C(中期)

10,フ ジツボ類 貝層A( ″ )
11.ウ エ類の一種、×1.2 貝層 I(前期)
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16炭 化 米 に つ い て

弥生時代前期～中期の土層より多量の炭化米が出上した。そのほとんどは、貝層中から

出土で、貝層を洗浄中に検出したもの (図版134下 )を計測した。

資料とした炭化米は弥生時代前期に形成された貝層 I(第 1図 )よ り、 約 5夕 を 採 取

し、これを一点ずつ計測し長幅比を求めた。 5夕 の灰化米は総計711粒を数えるも

第184図 は資料の長幅比の量をグラフで表わしたものである。 一粒ずつの計狽1置は表28

～表31に示した。これらによると、長幅比が1.6～ 1.8Vこ ピークがあ り、これを は さ ん で

1.4～ 2,0にはとんど集中しているという結果となった。このことは西川津遺跡出土の灰化

米がジャポニカに近いものであったことを推測させる。但し、 2,0以上の値を示す資料も

相当量含またてお り、インディカに近いものも存在した可能性があろう。

島根県下における炭化米は松江市西津田町石台遺跡の縄文時代晩期と推定される土拡か

らの出土資料が最古のものである (江川幸子・内田律雄「石台遺跡の試掘調査―灰化米を

出上した縄文時代晩期の土拡―」『季刊文化財第 62号』島根県文化財愛護協会誌 昭和63

年 3月 )が、やは り西川津遺跡出土例に近いものである。

また、計測した灰化米 5夕 の粒数を基準に、只層 I出上の戊化米の総数を計算すると、

22万粒という結果を得た。他の只層中や包含層に含まれていたものを含めるとさらに量は

増えるのであるが、このこと

は、数多い木製農耕兵ととも

に、西川津遺跡海崎地区の極

付近に水田址の存在を裏付け

るものである。
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ヨ罵28 炭 化 米 計 測 値 (I)

番号 長 さ 幅 長幅ナ[ 番号 長 さ 幅 長幅

't

番号 長 さ 幅 長幅H 番号 長 さ 幅 長幅比

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

52
42
48
5,3

5.3

4.5

4.8

4.2

4.4

4.0

3.

4.5

4.5

48
49
55
48
41
58
3.8

4.2

48
43
41
41
4.4

58
43
37
4.3

48
4.9

5,1

4,7

46
41
43
51
4.2

4.8

49
5.5

4.6

48
5,0

30
30
27
40
3.3

3.8

3.1

2.8

2.0

2.2

2.1

3.8

2.8

2.5

2.8

34
23
3,0

2.5

28
2.9

3.2

3.0

2.5

2.6

23
24
2.8

2.7

2.4

21
25
30
2.6

2.8

27
2.8

3.0

27
32
24
33
32
29
29

17
1,4

1.8

13
1,6

1.2

15
1.5

22
18
18
12
16
19
17
16
21
1.4

23
14
1.4

15
14
16
16
19
24
1.5

14
1.8

23
2.0

17
18
16
15
1.5

17
16
15
20
17
1.4

1,7

1.7

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

48

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

47
4.0

5.2

4.2

4.6

47
4.2

4.1

48
4.8

5.0

42
4.1

38
45
4.0

52
48
4.0

5,0

48
4.2

4.5

4.4

4.1

3.5

4.2

48
4.8

4.1

45
4.9

4.0

4.4

6,0

4.2

4.0

4.0

4,0

5.1

4.5

42
3.8

4.2

4.1

25
28
3,4

30
29
2.6

28
26
35
26
28
28
25
24
2.6

22
38
30
3.2

28
32
2.6

2.3

2.8

2.6

2.8

3.1

2.7

2.5

2,9

2.5

2.2

28
21
3.5

3.3

23
27
28
31
28
26
22
21
26

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

4.0

5.8

4.8

5,0

4.2

44
40
46
40
38
48
51
40
47
44
40
4.8

43
42
40
40
4.2

4.4

5,1

42
43
4.0

32
60
5,0

50
4.0

4.2

4.1

3.8

4.0

4.6

5.0

4,0

4.3

4.0

4.8

58
4.2

4.0

2.2

30
28
28
26
25
2.2

25
28
2.8

26
26
2.8

32
2.3

2.4

30
27
2,7

22
2.1

2.8

2.8

2.7

2.6

24
2.1

3.0

3.8

3.2

3.0

26
29
26
28
30

2.3

29
2.8

30
23
22
2.7

3.2

27

18
19
1,7

1.8

16
1.8

1.8

1.8

14
1.4

1.8

2.0

1.4

1.5

1,9

1.7

1.6

16
16
18
19
1.5

16
1.9

1.6

18
19
1.1

16
16
1.7

15
15
1.6

14
13
2.0

17
14
14
17
22
21
1.3

1.5

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

45
5.6

4.0

4.1

5.2

4.2

3.8

3.8

4.2

4.4

4.2

3.8

42
36
4.1

4.2

40
4.0

41
38
40
4.3

48
44
40
40
49
42
41
40
46
41
48
4.8

4.7

4.0

38
4.6

5.0

3.8

38

4.0

4.0

4.5

4.5

2.6

2.8

2.4

3.0

3.1

2.7

2.1

2.9

21
2.1

2.0

2.6

30
2.6

32
2.8

26
2.2

25
24
30
3.1

25
2.6

2.4

24
26
2.5

2.4

28
27
26
2.8

2.9

2.6

3.0

2.4

3.2

3.0

2.5

2.6

2.1

2.8

2.4

3.3
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ヨ罵29 炭 化 米 計 測 値 (II)

番号 長 さ 幅 長幅ナ[ 番号 長 さ 幅 長幅ナt 番号 長 さ 幅 長幅,と 番号 長 さ 幅 長幅比

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

4.2

46
5.0

52
48
4.0

41
55
46
40
41
4.6

3.8

5.3

3.5

45
40
55
3.8

40
40
4.6

50
47
4,8

6.0

42
43
4,0

42
50
45
42
40
42
4.0

34
38
40
38
42
50
5,0

41
4.0

2.1

20
28
2.1

3.0

2.8

27
26
27
32
3.0

37
2.0

3.1

1.8

2.8

26
3.2

30
26
27
2.7

28
33
28
23
28
27
25
22
2.6

25
23
2,0

3.0

23
20
23
21
22
2.6

30
28
26
27

20
2.3

1.8

25
16
14
1.5

21
1,7

13
1.4

1.2

1,9

17
19
16
15
1.7

1.3

1.5

15
17
18
1.4

17
2.6

1.5

1.6

1.6

1.9

1.9

1.8

18
20
14
17
1.7

17
19
17
1.6

1,7

1.8

16
15

226

227

228

229

230

231

232

238

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

45
51
42
3.6

40
40
3.8

48
4.8

4,0

37
48
45
48
40
4.2

38
41
43
4.6

42
4.5

38
42
51
4.6

5.1

45
45
40
50
42
40
4.4

40
3.6

45
40
42
39
3.8

42
33
45
5,8

26
3.0

23
22
21
24
30
2.8

3.0

26
19
2.3

28
2.2

20
28
22
20
24
2.7

27
32
28
30
30
24
31
26
26
36
30
2.2

2.4

28
21
25
25
22
25
2.6

22
30
30
30
25

17
1.7

18
16
1.9

1.7

1,3

17
16
1.5

1.9

2.1

1.6

22
20
15
1,7

2.1

18
17
16
14
1.4

1.4

17
19
16
1.7

1,7

1.1

17

19

17

16

1,9

14

1.8

18

17

15

17

14

1_1

1.5

23

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

295

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

4.0

4.6

40
45
4.1

4.2

3.8

42
38
40
50
4.5

4.1

42
41
38
4.8

42
42
38
4.1

48
41
40
4,0

48
38
38
3.8

44
40
38
40
51
36
40
40
4.2

3.5

42
43
42
42
40
42

26
26
2.4

28
20
24
26
28
29
27
2.8

30
22
4.2

2.5

23
26
22
29
1,9

23
2.1

22
23
22
23
21
2.8

21
26
2.1

21
23
31
2.8

2.5

2.1

28
25
26
2.6

2.1

25
27
2.9

5

8

7

6

1

8

5

5

3

5

8

5

9

0

6

7

8

9

4

0

8

3

9

7

8

1

8

4

8

7

9

8

7

6

3

6

9

5

4

6

7

0

7

5

4

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

41
40
4.1

4.2

40
45
42
38
39
4.0

38
38
40
4.0

38
4.1

4.2

51
38
4.0

46
4.1

4.5

4.5

44
47
40
43
3.8

42
44
42
46
3.9

38
47
32
3.9

40
40
40
38
40
37
41

1.8

26
28
22
22
30
3.3

2.0

2.1

2.1

22
26
25
20
2.1

25
26
21
19
30
2.6

25
25
26
27
28
3.0

2.0

2.5

2,3

22
19
21
2.4

23
25
2.1

3.2

30
22
21
20
2.0

2.2

21

23
15
1.5

19
18
1.5

13
19
19
1,9

17
15
16
20
1.8

1.6

16
20
20
13
18
1.6

1.8

1,7

16
17
13
22
15
18
20
22
22
16
17
19
15
1.2

13
18
19
19
20
17
20
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ヨ罵30 炭 化 米 計 測 値 (Hl)

番号 長 さ 幅 長幅,と 番号 長 さ 幅 長幅H 番号 長 さ 幅 長幅ナ[ 番号 長 さ 幅 長幅比

361

862

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

4.0

3.6

4,8

40
4.0

4.0

4.0

3.8

4.0

3.8

5.0

4.4

4.0

4.2

5.8

4.5

47
4.2

4.0

38
40
37
4.2

4.0

4.0

4.1

42
3.0

4.7

45
4.0

46
40
45
4.8

4.0

4.0

4.0

40
42
4.5

4.6

48
4.2

4.0

25
21
2.1

28
20
20
28
2.2

20
2.2

3.4

26
2.5

22
3.0

2.7

32
22
2.6

2.1

2.8

2.0

2.2

21
21
1.9

2.0

2.0

30
2.2

2,7

2.2

22
29
3.2

3.0

3.0

2.6

2.6

27
28
26
3.0

30
3.3

1.6

1.7

2.3

14
2.0

2.0

1.4

1,7

2.0

1,7

1.5

17
1.6

1、 9

1.9

1.7

1.5

1.9

1.5

1.8

1.4

1.9

1.9

1.9

19
22
2.1

1.5

1.6

2.0

1.5

2.1

1.8

1.6

1.5

13
13
15
1.5

16
1.6

1.8

1.6

14
1.2

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

330

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

4.2

3.8

3.8

4.0

4,0

40
3.8

3.9

3.9

40
4.2

3.7

4.0

4.5

3.9

4.1

4.0

39
4.2

38
41
4,1

3.5

4,0

3.6

4.2

39
3.9

4.5

47
44
39
4,0

4.0

37
4.0

4.6

4.0

37
4.8

47
461

40
4,0

4.2

28
2.4

27
2.1

2.2

2.0

23

2.4

2.2

20
3.0

2.1

20
2.5

2.6

25
2.1

2.2

2.3

3.0

2.1

2.1

2.1

29
2.3

2.6

25
2.4

20
2.1

2.1

2.0

2.3

2.5

20
25
2.2

2.6

2.2

3.0

2.8

32
26
20
2.8

15
1.6

1.4

1.9

18
2.0

17
16
1.8

2.0

1.4

1.8

2.0

1.6

1.5

16
19
1.8

1.8

1.3

20
2.0

1.7

1.4

1.6

1.6

1.6

16
23
2.2

21
2.0

1.7

1.6

1.9

16
2.1

1.5

17
16
1,7

1,3

15
20
1.5

451

452

453

454

455

356

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

45
40
4.0

4.3

4.6

4.0

4.2

4.1

3.8

3.8

4.0

3.8

3.9

42
38
4.0

45
4.2

43
4.2

4.6

4.0

4.0

40
37
37
4.1

4.0

4.4

3.9

3.4

4.0

41
44
4.2

40
38
41
4.0

38
3.5

4.2

41
49
4.2

2.6

2.1

2.2

2.1

2.2

2.1

2.7

2.

2.3

2.2

21
2.4

2.1

2.8

2.9

2.2

2,7

25
2.2

2.3

2.8

28
2.6

2.5

2.1

20
2.2

2.4

2.0

21
2.0

2.5

3.2

2.5

2.1

22
21
21
22
2.0

2.1

2.0

25
2.2

2.1

1.7

1.9

18
2.0

2.1

19
16
1.6

1.7

1.7

1,9

1.6

19
1.5

13
18
1,7

1.7

2.0

1.8

1.6

1.4

1.5

1.6

18
1.9

1.9

1.7

2.2

1.9

1,7

1.6

19
18
2.0

18
1.8

2.0

1.8

1.9

1,7

21
16
18
2.0

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

531

533

534

535

536

537

538

539

430

3.5

4.0

4.2

4.3

35
4.5

4.0

4.1

4.2

33
5.0

41
3.8

3.8

4.0

3.4

4.0

33
4.0

41
38
38
4.1

3.8

4.2

3.3

41
40
41
3.5

34
4.1

3.5

3.9

3.9

38
3.5

40
3.6

4.0

4.1

4.1

4.0

4.0

41

2.2

2.1

23
2.0

2.1

2.4

20
2.2

20
2.1

28
21
2.1

2.8

2.2

2.5

2.2

25
28
2.6

2.3

20
2.6

2.3

2.1

21
2.4

21
20
21
2.8

2.4

2.1

2.8

2.8

74

2.2

20
28
2.1

2.4

24
2.2

3.0

28

10
1.9

1.8

2.1

1.7

1.9

2.0

1.9

2.1

1.6

1.8

2.0

1.8

14
1.8

1.4

1.8

1.3

1.4

1.6

1.7

1.9

16
1,7

20
1.6

1.7

1.9

2.0

17
12
17
1,7

14
1,4

1.6

16
2.0

1.3

19
17
1,7

1.8

13
16
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表31 炭 化 米 計 測 値 (Ⅳ )

番号 長 さ 幅 長幅H 番 号 長 さ 幅 長幅,[ 番号 長 さ 幅 長幅ナヒ 番号 長 さ 幅 長幅比

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

4.0

38
35
36
3.8

40
3.8

4.5

412

3.8

4.0

4.4

42
4.0

3.9

4.0

4.0

3.8

37
32
36
4.0

3.8

3.5

50
3.6

5.0

41
3.2

3.5

3.8

3.3

40
4.2

40
3.9

4.2

4.1

38
48
40
3.8

38

2.2

2.2

2.1

2.2

2.2

28
2.2

2.8

2.7

1.9

2.7

22
3.0

2.0

28
2.0

3.0

2.7

2.1

2.2

2.1

2.2

20
2.0

2.8
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Ⅳ ま と め に か え て

宍道湖の朝はシジミ掻きではじまる。その宍道湖へ注ぐ朝酌川中流域にある西川津遺跡

海崎地区の発掘調査が開始されたのは昭和58年の初夏。雨上 りの空に描かれた虹が水面に

映 り、水鳥の声が聞こえ、岸辺の草叢からはイタチに追われたノウサギが飛び出した。そ

れまで若干の弥生土器と石器 しか採集されておらず、遺物散布地としてしか認識されてい

なかった海崎地区の静かな田園風景の中に、ユンボーや トラックが走 り、ベル トコンベア

ーの音が反響 した。

あれから6年、ここに西川津遺跡海崎地区の調査の概要を一応完成させるこ とが で き

た。この間には松江市大草町の岡田山 1号墳出土太刀に「額田部臣」の銘文が発見された

り、簸川郡斐川町の荒神谷遺跡からは本遺跡とも時代を同じくする銅剣・銅鉾・銅鐸が多

量に出土するなど、出雲のみならず日本の原始 。古代史研究上大きな発見があった。 しか

し、西川津遺跡海崎地区に最も関係の深かったのは宍道湖の淡水化延期という出来事であ

ったろう。なぜなら、宍道湖の淡水化は中海・宍道湖周辺に住む人々にとって、淡水化推

進にしろ中止にしろ重要な歴史的選択であったと思われるが、西川津遺跡を残した弥生人

達も現代に宍道湖のシジミ掻きをはじめとする漁で生活する人々と、時の流れをこえ宍道

湖という生活の糧を共有していたことが知られるからである。

その頃の宍道湖は、現

在の島根大学前あた りま

で入 りくんでお り、河 口

より少 し奥 まった海崎地

区に弥生人達は居の中心

を構えた ようだ。彼 らは

今 日と同 じように、海水

と淡水の程良 く混ざ り合

った汽水湖 となった宍道

湖に出てシジ ミ掻 きを行

うのが生活上重要な日課

となっていた。旧朝酌川

岸に検出された海崎地区

第185図  宍 道
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弥生人の残 した貝塚が基本的にはヤマ トシジミで形成されていたことがそれを物語ってい

る。その貝塚からは淡水、汽水、そして外洋に生息する魚介類や陸上動物の残滓と、それ

を捕獲した様々な漁携・狩猟具が出上したばか りでなく、戊化米とともに木製農耕具も多

量に発見され、西川津遺跡海崎地区の方生人の生活の具体的な姿がかな りはっきりとした

かたちで浮かび上がってくるようになった。

このように西川津遺跡と条件を同じくするところは、中海・宍道湖岸の所々に見出すこ

とができるが、そこには未だ発見されていない同様な遺跡がいくつか存在すると思われる。

第 186図 は昨年、本遺跡にほど近い松江市立川津小学校 5年生原康幸君によつて八束郡玉

湯町の宍道湖岸で採集された鯨骨製のアワビオコン、もしくは裁縫用のヘラの可能性があ

―

― ―
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第186図 参考資料 :玉湯町採集アワビオコン?
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るものであるが、仮に前者とすれば付近に同様な遺跡の

存在を推測させる資料である。参考資料としてここに掲

げておくことにした。長さは12.60紀、最大幅 2.6c初 、重

量は20.6夕 を測るヘラ状である。刃部には使用痕がみら

れ、握 りの端には小孔が穿たれている。

西川津遺跡に関連して同じ朝酌川の流域で、昨年もう

一つ重要な発掘調査がなされたことをあげなければなら

ない。それは海崎地区の下流約 1.5協の位置にあるタテ

チョウ遺跡である。このタテチョウ遺跡付近は弥生時代

以降、近世の新田開発の時期まで朝酌川の河口となって

いたところであり、昨年の調査では古代～中世にかけて

の溝状遺構が検出された。西川津遺跡海崎地区の報告書

1(『朝酌川河川改修工事 に伴 う西川津遺跡発掘調査報

告書Ⅲ (海崎地区 1)』 島根県教育委員会 昭和 62年 3

月)では、タテチョウ遺跡の付近に古代には「寺院や官

衝」、 中世には「市」といった 何らかの公的施設の存在

したことを、その「遺跡の位置と歴史的環境」の項にお

いて推定してきた。タテチョウ遺跡からは以前より布 目

瓦片や「酵」と墨書した須恵器が出上していたが、この

度の調査では平安時代頃と考えられる「満」の字をスタ

ンプした須恵器の外や石帯、人物を描いた木 製 の 人 形

(第 187図 )、 天正年間の墨書のある木札や多量の漆品類

等が発見され (柳浦俊― 。大谷祐司「 タテチョウ遺跡発

掘調査略報」『季刊文化財第 62号』島根県文化財愛護協

会誌 昭和63年 3月 )、 先の推定を裏打ちする結果とな

った。このことは西川津遺跡の調査の中で文献史学と協

力することによって得ることのできた重要な成果の一つ

と考えている。これらのことも、今後朝酌サキ1流域の発掘

調査が進めば自ら明らかになっていくことであろう。

西川津遺跡海崎地区の発掘調査で、この遺跡から出上した農耕具をはじめとする多量の

木製品が他地域から持ち運ばれたのではなく、当遺跡において原木から加工し使用・破損

第187図  タテチョウ遺跡

出土呪誼札 (長 さ28.6θお
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するまでの各過程を復元

することのできる資料を

得 られた ことも大きな成

果であった。 どうやら農

耕具類 と容器類ではその

原木の種類や未成品の保

管方法には違いがあるよ

うだが、両者 とも水中に

おいて貯木 した らしいこ

とが判 ってきた。水中で

貯木するのは石器による

加工ができやすいことも

あると思われるが、陸上で保管する時に生ずる気温の変化による割れを防いだ り、害虫等

に対する燻蒸効果があったと考えられよう。このような水中での貯木は今日も境港に近い

中ノ海北岸の水中貯木場にも引き続がれてきている (第 188図 )。 中ノ海の水中貯木場には

日本において建築材や家具の材料となる松・杉・白樺・黄葉、柳等がインドネシアをはじ

めとする南洋の国々や、ソビエ ト連邦等より輸入され保管されている。その国際性豊かな

様相は、黒潮が北上する時に出会 う島根半島の内湾に存在している西川津遺跡の、西日本

あるいは東アジアという大きな視点での歴史的位置付けを考える時に極めて示 唆 的 で あ

る。

以下、西川津遺跡のまとめにかえて、海崎地区の報告書 1(前掲)で果 し得なかった本

遺跡について、お二人の先生からそれぞれの専門的立場でマクロな位置づけを行なってい

ただいた。西川津遺跡の報告は本報告書で終了したのではなく、これらの研究を踏まえ、

さらに整理・報告作業を続けていきたいと考えている。

第188図  中ノ海の水中貯木場
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1 西川津遺跡出土漁具の文化史的背景

渡  辺 誠 (名古屋大学文学部)

1. は じ め に

西川津遺跡出土の漁具の背景を、日本列島ばか りでなく、中国・朝鮮半島にまで視野を

広げて、その文化史的な位置づけを試みることにする。まず全体としてもっとも顕著な特

徴は、非常に多様性に富んでいるということである。この多様性の内容については二つの

倶↓面があると思う。

第一は非常に漁具の種類が豊富で、多種多様な漁業が行われていることである。具体的

には釣漁が盛んで、ヤスなどの刺突漁業もあ り、網漁も盛んである。

第二の特徴は、それらを個別にみていくと、縄文文化の伝統をひいているもの、弥生時

代になって入ってくるもの、あるいはその折衷的なものなどがあ り、文化史的にも非常に

複雑な様相を示しているということである。時間的な関係からいえば、もちろん縄文文化

がべ‐スにあるのだから、具体的には弥生文化がどのように形成されていくかということ

で、ある意味では非常に典型的な日本文化の形成プロセスのパターンを見せてくれている

ということでもある。このように内容が豊かで多様性に富んでいるというところが、西川

津遺跡出土漁具の非常に大きな特徴ではないかと思 う。

2.漁  網 錘

まず、網漁から検討することにする。西川津遺跡の網の錘は言うまでもなくパイプ状の

管状土錘が主になっている。これはやは り弥生時代または縄文終末期に、中国北部から朝

鮮半島を経て日本に入ってくるもので、決してそれ以前にあるものではない。

しか し、日本に網漁そのものがなかったのではなく、第 189図に示したように東関東の

霞ケ浦周辺を中心に、縄文中期から土器片を廃物利用した土器片錘が非常に発達する。西

川津遺跡でもたくさん骨が検出されているような、主にクロダイやスズキなどの内湾河口

性の魚類を主にとるために、土器片錘を用いた網漁が非常に発達する。これが内湾の遠浅

の砂質の海岸で使われている時には土錘でいいのであるが、中部地方から西日本へ伝播 し

てくるにしたがって石錘へと変化する。

京都府下には中期の後半に、土器片錘から変わった切目石錘が伝わってくる。これは河

川でも使われるようになるため、川の底が砂利質になるので、土器片では割れてしまうた
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め、手頃な大きさの河原石にスリットを入れて、それで切 目石錘というのを作るようにな

る。後期中葉には西日本一帯に及んで、それがさらに間接的に沖縄まで影響することとな

る。沖縄では大きな川がないので、河川礫はあまり無い。それではもともとの上器片錘な

どを使えるかというと、サンゴ礁では割れてしまうということで貝錘に変わる。

貝錘には多種のシャコガイなどが使われる。亜熱帯地域の只は、たとえばハマグリなど

と違って殻が厚 く、重 くて錘に向いている。また白くキラキラ光るので、魚の脅しにも使

える。またサンゴ礁の底にぶつかってガラガラ音をたてるということで、色の面でも音の

面でも脅しになる。

以上のように縄文中期から後期になると網漁業が活発な形で西日本に伝播してくる。そ

れを西川津はじめ西日本の弥生時代の網漁の前提条件として、まず確認しておく必要があ

る。私達が調査 した鳥取市の桂見遺跡や布勢遺跡でも、やは り切目石錘は縄文後期にたく

さん出土している。

それに対して中国新石器時代の漁網錘はタイプが違 う。中国の北部と南部では新石器文

化の内容も違 う。北は畑作地帯で、南は米作地帯であ り、漁網錘も北部と南部では違 う。

北部は管状土錘である。これは笹などに粘土塊をつけていって必要な大きさに切ればいい

のだから、非常に合理的なタイプで、必要な大きさ、必要な重さのものを簡単に作ること

ができる。それが現代に至るまで、中国 。韓国 。日本でも主流になる。一方揚子江流域の

方は、私が揚子江型土錘・石錘とよんでいるケイプがある。これはほとんど日本には入っ

てきていないといっていいくらいである。 1遺跡 1個出土しているようなものを、九州な

どで一生懸命さがしても、10遺跡あるかないか ぐらい少ないものである。そういうことも、

稲作の揚子江流域からの直接的な日本への伝播が考えにくいということの、一つの客観的

な材料になる。この稲作が山東半島まで北上し、それから遼東半島ないしは平壌平野のあ

た りに伝わって、それがさらに南下して朝鮮半島南部から北九州に伝わるのではないかと

考えられるが、その時にこの管状土錘も一緒に伝播したと考えられる。

それでは中国北部でこの管状土錘がいつから出てくるかというと、意外と新しい。大ま

かに縄文中期に相当する時期に、それ以前の仰紹文化と以後の龍山文化の中間に位置する

大旗口文化段階から管状土錘が出現する。

中国北部の責河流域で生まれた管状土錘が、弥生時代に入 り日本へも稲作と一緒に伝わ

り、それが西川津遺跡などでもみられるのである。それがす ぐに縄文時代の切 目石錘にと

ってかわって、 漁網錘といえば 最初からこのパイプ状の 管状土錘であるように 思われて

いるが、ルーツを探れば中国の新石器時代へつながるもので、日本列島では弥生時代から
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である。 しかし、決してここではじめて網漁が伝わるということではない。網漁業そのも

のは日本列島の中で縄文中期の段階に特に発達して、後期になるとそれが西日本にも及ん

でくる。その錘の形だけが大陸から伝わった管状土錘に変わる。したがってこの管状土錘

というのは、ちょうどその縄文と弥生の折衷的な要素というように考えられる。

沖縄では盛本勲氏の最近の研究で、縄文時代にも貝錘が非常に発達しているということ

がわかってきた。近代になって土錘が導入されたが、サンゴ礁で害↓れて使いものにならず

定着しなかった。そういう地域なので、南島を経由して管状土錘が入るというこ とは な

い。 したがって一層稲作が伝わったルー トと、この管状土錘が伝わったルー トとは重なっ

てくるということになる。

しかしながら弥生時代の管状土錘の良好な報告例は少ない。西)|1津遺跡の場合には幸い

にきちんと報告されているので重要な資料となるが、西日本でこの管状土錘が弥生時代の

各時期に、どの位の重さのものが出土しているかということ、これは網の規模に関係ある

のであるが、そういうことを考える時に使える材料というのはほとんど無い。これはあえ

ていうと、私共はお金にならない仕事をしているはずなのだが、本当に儲からない仕事に

徹底しているかとなるとはなはだ疑間だと思 う。この管状土錘のようなものは鋼鐸などと

異なり、いくら調べても本屋から原稿を頼まれるしろものでもなんでもないわけで、実は

研究している人は誰もいない。考古学が一見華やかにみえながら、どこかで歪んでいるこ

との一つの例ではないかと思う。

3. ヤ ス

その次にた くさん出ている鹿や猪の足の骨を割いて作っているヤスも、縄文前期をピー

クとする縄文海進で非常に内海の広がった東関東地方で、縄文後期から‐特に発達 した漁具

である。内湾型漁業の代表的な漁具である。中期に網漁業が非常に発達して土器片錘が使

われる。後期になるとそれに加えてヤス漁が非常に盛んになる。それが東海地方を経て西

日本へも及んでくる。これは中期から後期にかけての東から西への大きな文化 的 な 流 れ

(磨消縄文の展開と一致する)の一貫である。

もともとヤス漁 ぐらいのことは特別なことではない。 しかし活発化するのは後期からで

ある。西川津遺跡でも早期から骨製のヤスが出ているのだから、あちこちで萌芽的に行わ

れていたものが、特にまとまった形で発達する時期が縄文後期である、と考えていただけ

たらいいわけである。

だいたいにおいて、網漁の盛んなところはヤス漁も盛んだという摩うにみて |ヽ い と思
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う。捕っている魚もだいたい同 じで、スズキとか クロダイなどである。特に東関東の貝塚

では、このヤスがセ ットになって使われていた様子のよくわかることがある。 タイなどと

違ってスズキはエラ蓋が 5″″位あって厚いもので、そこを突 き刺 したヤスの穴から、 3本

単位だとい うことがわかることがある。

エイの棘の基部を加工 してヤス頭に しているヤスが、西川津遺跡でも出上 しているが、

それには糸の跡が片側にだけついているので、やは り2本 ない し3本 セ ットになって糸で

巻かれていた痕跡ではないか と考えられるЬ こうい うエイの棘を使 ったヤスは韓国でも出

ている。エイのギザギザの所を利用 して土器の文様をつけた りしている例 もある。比較的

各地でみられる漁具である。

4.釣 針

西川津遺跡の中で一番特徴的なのはやは り釣針である。この釣針には 2種類あり、一本

作 りの単式釣針と、二つに分かれる結合釣針との 2種類に大別される。

さらに単式釣針は 7種に分かれる (第 190図 )。 かえしのない第 1類、外側につく2類、

中側につ く3類、両方につく4類、軸の方と針の方と両方にみられる5類。この第 5類は

仙台湾周辺にごく数点しか出土してなかったのが、西川津で 2点も出ているので驚いた。

軸の方にもついているので、軸あぐ釣針と呼んでいる。第 6類は錨形、第 7類が逆T字形

である。これは実際餌をつけると一直線になる。だから、遠 くから見ていると糸だけ垂ら

して魚を釣っているようにみえる。周の太公望が釣魚台の上で糸だけ垂らして魚を釣って

いたというのは、実際は糸ではなくて、その糸のように見えている針がえさのなかに隠れ

ているということである。これは山東半島、遼東半島などの中国東北部に多いケイプで、

日本でも北海道から沖縄までの間に若千点々とみられる。

単式釣針は縄文時代草創期からみられる。この釣針はヨーロッパでは後期旧石器時代か

らあり、日本では縄文時代からなので、今の資料に忠実にいえばヨーロッパからシベリア

のタイガ地帯を通って日本列島に伝わるというのが一つの見方である。 しかし資料の、残

っている所はごく限られているので、ツベリアあた りに架空の中心地があってそこから東

や西に行 くという可能性を考えておきたいと思う。世界的にみれば後期旧石器時代は非常

に大きな発達をみた段階であって、それまで人類の棲息域は中緯度までであったのが、寒

冷地適応を遂げて旧大陸の高緯度地方まで住めるようになった。そしてベーリング海峡を

経由して新大陸まで人類が進出するようになったということで、前期旧石器時代、中期旧

石器時代と後期旧石器時代との間には非常に大きな文化的な開きがある。むしろそれは縄
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文時代と旧石器時代の開きより大きいのではないかと思えるぐらいである。日本列島の中

で遺跡が増え始めるのも後期旧石器時代からである。寒冷地で人が暮らすためにはいろい

ろな技術が発達する。どうもシベリアがそういった重要な地域というかうに考えられる。

そういう地域から北回りか南回 りかわからないが、とにか く日本列島にこの釣針が入って

くる。そして各地より点々と出土している。

たとえば西日本では、西日本の縄文・弥生の釣針のリス ト (表32)を みていただいたら

わかるように、縄文の早期に帝釈峡で 2例出土している。それから前期・中期とも若干み

られる。しかし縄文後期になると圧倒的に釣針が増える (第 191図 、第192図 )。 これは東

日本からの影響 と言わざるを得ない。土器片錘でも釣針でも早期からあり、大陸から入っ

てきたのは古い。それが大規模に発達する段階は中期からで、釣針の場合には東北地方の

仙台湾を中心にした地域においてである。 リアス式海岸の発達した地域であ り、マダイ ●

カツオ・マグロなどを捕るために釣針が非常に発達する。そ ういう二次センター的な仙台

湾を中心に釣針が発達する。それが後期になると西日本にも及ィんでくる。そして関東地方

中心の上器片錘を主にした網漁と、東北で発達した釣漁などが西日本へは合体して伝播し

てくるということになる。それは重要な大きな文化史的な流れであ り、この西川津遺跡の

単式釣針に関しても、そのような縄文文化の伝統の上に位置しているのである。

それに対して結合釣針も7種類ある (第 193図 )。 なぜ結合釣針を作るかというと、第 1

は材料不足のため、第 2は大型化するためである。赤御堂型は縄文早期の青森県から南関

東にみら(れ 、これは材料不足の段階である。

これに関連 して単式釣針の作 り方をみてみると、大型化するには結合式になるというこ

とがわかる。単式釣針が最初大陸から入った段階では、シカとかイノンシの足の骨を割い

て板状に作って、それをくり抜いて作っている。その他にイノシンのオスの牙の琺瑯質の

部分を使 うことがある。西日本にはそれが比較的多い。西川津の場合でもイノシシの牙を

使った単式釣針が出ている。それらはシベリアと同じ作 り方である。四角い板を作って真

中に穴を開け、そこからしだいに穴を開いていく。そ ういう作 りかけの例も西川津遺跡に

は 1例みられた。

それが縄文前期になると東北南部の磐城から南関東にかけて、シカの角を使 うようにな

る。シカの角を同じように輪切 りにして、その表面の凸凹のところを削 り、内側の髄のと

ころをはずすようにして板を作って釣針を作る。ここに一つ転換期がある。鹿角を使 うと

いうことは世界的にみても例外的なことであって、しかも日本列島の中でも関東・東北に

特徴的なことで、決して日本列島に普遍的なことではない。これが縄文の後期になって西
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日本に及んでもシカの角の釣針を使 う場合と、イノンシの牙などを使 う場合とがみられる

ということになる。

そして縄文中期の中頃になると仙台湾を中心に磐城海岸から三陸にかけて、特にこの釣

針のサイズが中型に加えて大型も多くなる (3～ 5θ2を中型、 5～ 7o2を 大型 とする)。

釣針がたくさん出る貝塚からは、沿岸底棲魚のマダイ、初夏に北上 してくる回遊漁のカツ

オやマグロの骨がたくさん出土する。

アユのような小さい州魚が釣れるようになるのは、12～13世紀からである。鹿角製釣針

が鉄製品に変わるのが弥生時代の後期であるが、サイズは縄文的で、太さも4～ 5筋π位で

ある。それが 2″″位に急に細 くなるのが玄海灘を中心にした地域の 6世紀後半で、さらに

12π という細さになるのは12～ 13世紀である。その段階ではじめてアユなどを釣れるよう

な釣針が出現するということになる。

縄文時代から弥生時代にかけての釣針は、大型魚を対象にしている点に大きな特徴があ

る。そのなかで東 日本の場合にはよリマグロ漁に比重がかかっていく。これは理由のある

ことで、マダイの保存性は鯛の浜焼が限度である。これに対しカツオ、マグロは燻製品と

して非常に交換価値の高いものである。その中でもマグロに比重がかかるのは、マグロは

体長が全然違 うからである。だからマグロを集中的にとろうと思ったら、結合釣針を作る

しかない。それが三陸で発達 した大洞型や、磐城で発達した寺脇型という結合 釣 針 で あ

る。

5.西 九州結合釣針の意義   ＼

東日本ではマグロ漁用に結合釣針が発達するが、それとはまった く別に、西北九州には

朝鮮半島系の結合釣針がある。この西北九州型の結合釣針が西川津遺跡でも出土している。

そのルーツはオサンリ型と呼ばれる韓国の結合釣針である (第 194図 )。

最初は単式釣針が日本列島へ伝わってくる。第 2段階は朝鮮半島から西北九州にだけ、

このオサリン型結合釣針が入ってくる。韓国の場合には軸がスレー ト製、針が骨製である。

これが日本列島へ入ると西川津遺跡でみられるように、軸はシカの角で、針はイノシンの

オスの牙に変わる。このオサ リン型は日本の縄文早期に相当する韓国の早期の段階からす

でにある。日本には一段階ずれて前期から入ってくる。

この前期に意味がある。なぜかというと、前期は櫛 目文土器の段階である。その櫛目文

土器が日本へ伝播した場合は曽畑式上器に変わる。これはシベ リアのタイガ地帯に発達し

た櫛 目文土器の流れであって、縄文土器とは決定的に違 うことが一つある。縄文土器は平
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底で上の方に文様帯がかたよっている。下の方は地文の縄文や条痕があるだけであるが、

櫛 目文土器とか曽畑:式土器は、底部にも文様があるのが特徴的である。曽畑式上器でも底

部に沈線文が、日縁部文様帯と同じように描かれている。要するに文様帯構成が全然違 う

土器群なのである。西北九州に櫛 目文土器が入 り曽畑式上器が変化するその時期に、この

結合釣針が入ってくる。

この結合釣針は従来縄文後期ぐらいにしか分かっていなかったが、初期の水田跡が出た

ということで有名な唐津市菜畑遺跡のその下層に縄文前期の層もあって、イノシンの牙で

作った結合釣針の針が 4本出土し、前期まで朔ることがわかった。中期はつな が ら な とヽ

が、後期になると山口県から熊本県までの各地でたくさんみられるようになる (第195図、

第196図 )。 そのうえ菜畑遺跡では軸の方の未完製品が弥生の前期にもみられる。また同市

の柏崎貝塚から猪牙製の針が出土 している。西北九州型結合釣針のルーツは韓国にあるわ

けだが、日本化する時に材質が変わるために、結合の仕方も違ってくる。そのうえイノン

シのオスの牙で作った針が逆に韓国へも行っている。間違いなく西北九州のものが向こう

へ渡っている。 したがって分布上は対島から慶州南道南部までの地域で、両者が混在 して

いることが明らかである。

さらに重要なことは、この西北九州と韓国南部とは非常に密接な関係を持っていたこと

を示すもう一つ別な漁具がある。九州では石鋸という黒曜石を鋸の刃のように鋭 くした結

合式の鈷がある (第 197図 )。 これの分布がやは り西北九州型釣針と同じように西北九州に

限定され (第 198図 )、 かつ釜山の東三洞只塚などからも世上 している。朝鮮海峡をまたい

だ地域は、大型釣針を使ってマグロやサメ、またこの山陰の沖合でもよくとられるシイラ、

それから唐津のオクンチで食べるアラ、それにサフラなどの大型の魚を捕る、外洋型漁業

が発達 した地域である。朝鮮半島南部と西北九州の多島海地域では、縄文前期以来漁民の

交流は非常に盛んだというふ うに考えられる。オサ リン遺跡を発掘したソウル大学博物館

長の任孝宰教授も賛成してくれ、日韓関係は弥生時代からでなく縄文の前期以来からであ

ると書いている。

これは稲作がどういう形で伝わったかということと、密接不可分な関係がある。稲作は

中国の政治的な動乱から逃げてきた人が伝えたのではなく、漁民を介して伝えられたと考

えるべきである。

その西北九州に4000年 もの間、限定的に分布していた結合釣針が、弥生の前期になると

突如として山陰に及んでくる (表 33)。 タテチョウ遺跡や西川津遺跡に、 この西北九州型

のヽ釣針が入ってくる。 しかも縄文の後期や晩期には単式釣針が確認されている。西北九州
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は非常に独自性の強い地域であって、考古学的にもいろんな意味でこの地域にだけ分布す

るという遺物が多いが、そういうバ リアがとけるかないしは進出するという形で、縄文の

前期から晩期まで全然その西北九州から動かなかった西北九州型結合釣針が、弥生になる

と急に西川津遺跡まで及んでくるというところに、非常に大きな歴史的な問題があるので

はないかと思う。

それが瀬戸内海にも入る。倉敷市真菰谷貝塚で出るような嵌め込み式の大型、超大型釣

針といっても西川津遺跡などに比べたらやや小型のものに変化する。いずれにせよ大型 。

超大型の釣針が弥生の中期になると東へ進出するのである。これの背景としては農業が始

まり、人口が増える。その人口圧に対して、動物蛋白の供給をどうするかという時に、シ

カやイノシンはしだいにとりにくくなるということで、漁業の方にウエイ トがかかってく

る。その結果、今までのや り方ではとれなかったけれど、多分船の問題とか釣 り糸とか漁

網の糸とか、ヽヽろんな技術的な問題が解決されて、より沖合に進出できる可能性が出てき

て、結合釣針が導入されたということが考えられると思 う。

そういう一環 として、たとえば大阪湾を中心に小さな重でイイダコを延縄でとるような

ことも始まってくる。要するに農村に供給するための漁業が発達してくる。従来のような

自分のところだけで食べる共同体内消費みたいなことにウエイ トがある段階から、専業村

落的に漁業が発達 してくる。そういう段階になって、この漁具の大幅な移動があったと考

えられる。そういうことで、これは一体弥生的な要素なのか縄文的な要素なのかというと、

非常に複雑である。本来きわめて縄文的なものが、山陰についていえば弥生時代になって

入ってくるものもある。そういう意味でこの西北九州型釣針は、西川津遺跡の場合につい

ては扱い方が非常に複雑であって、それだけに非常に面白い。

次の段階がどうなるかというと、ンカの角で作るということでは不十分だったために結

合式にしているわけであるが、良い素材が入ってくれば元のU字型の単式にもどる。その

良い素材というのが鉄である。そして表面的には弥生時代の初頭から青銅器や鉄器はあっ

たということになっているのであるが、釣針に使 うほど消耗品的になるのは弥生時代後期

からである。壱岐の唐神貝塚 。原ノ辻遺跡、豊後竹田市小園遺跡、和歌山県海南市亀川遺

跡、兵庫県会下山遺跡などで、弥生の後期には確実に鉄製釣針が確認できる。残念ながら

特別大きい鉄製釣針が弥生の段階ではないけれども、これはみつからないだけで、その段

階に入っているということは間違いないと思う。だから縄文的な漁業がさらに弥生時代に

なって大きな魚をより集中的にとろうとしても、素材に恵まれないということで、その中

間段階で苦労して作っているのが結合釣針だという海 うにみられるのである。
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6. ア ワ ビお こ し

それから西川津遺跡の場合には、鯨骨製と鹿角製の 2種類のアワビおこしが'あ る。この

鹿角製のアフビおこしは縄文前期以来のものであって、鯨骨製のものは弥生時代になって

唐津の菜畑遺跡や、壱岐 。対島などの、朝鮮半島に近い地域で作られるものである。そ う

いうきわめて弥生的なアフビおこしと、縄文的なアフビおこしとの両方がみられる。そ う

いった点で非常に漁具の種類が多いほかに、縄文的 。弥生的ないろいろな要素が組みあわ

さってているというところに、この西川津遺跡の特徴があると思 う。

7.捕 獲対象動物とテリ トリー

次に、それらの漁具で何をとったかということが問題になる。そこで一つ困るのは、こ

の網とかヤス、ないしは単式釣針でとっているものはスパキとか クロダイとか、それから

コイとかフナとかいうようなことで理解できるが、あの大きな100″ 以上もあるような釣針

でとっているはずのマグロ・サメ・ シイラ・ アラ・サフラなどの、大型魚の骨が全然検出

されていない。 しかも結合釣針がただ製品として運ばれているのではなく、実際にはィ数点

の軸の作 りかけすらある。

また貝の中には宍道湖名産のヤマ トツジミのはかに、アフビやサザエがある。アフビお

こしまで出上している。そういう岩礁性の多種の巻只なども相当とれているの で あ るか

ら、多分に行動半径の問題があると思う。西川津遺跡の周辺ばか りでなく、相当外海に進

出していっているのではないかと考えられる。

そうするとどうしても気になってくるのは、境外港付近の海底から引き上げられたとい

う西北九州型の釣針の針、それから西川津では今のところ出上していないが、東北地方で

発達した回転式離頭妬である。回転式離頭鉦は寒流域で海獣漁用に発達 したものである。

その流れは一方で対馬までは下がってきている。対馬までは リマン海れが下がるので、対

馬の佐賀貝塚で 4本出土している。一方これが暖流域の三陸に入ると、マグロ漁 に 変 わ

る。そしているいろ形を変えながら、縄文晩期に燕形になる。それが弥生後期に愛知県ま

で下がってきて、そこから琵琶湖を経て山陰に入る (第 199図 )。

境外港の例は古墳時代初頭で、 6世紀後半になると玄海辮で鉄製品に変わる。鉄製品に

変わって量産されたものは俗にツキンボとよばれているもので、それが九州を中心にまた

新 しく広が り直しが行われる。それが最終的には火薬で飛ば して南氷洋まで行って鯨を捕

る離頭鈷に発達するわけだが、それは縄文晩期に発達 した燕形離頭鈷の形をそのまま踏襲
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しているのである。そ ういう外洋型の漁業が中海の出口あた りで行われているということ

になると、当然一つはここから日本海へ出ていくという場合と、ここを避けて山越しの場

合との二つの場合が考えられるわけであるが、山越しなどということが本当に考えられる

かどうかはこの辺に土地勘のない私にはわからない。中海からさらに外へということにな

ると一つは境港あた りに漁業基地があって、西川津遺跡などと対立する関係にあるのか、

ないしはこちらの前進基地としてあるのかといった問題がある。これらを含めたこの地域

のテリトリー論がはっきりしないといけないのではないかと思う。

そしてさらに外海の漁場に近いところで、多分大型魚類は解体されて運ばれているとい

う可能性を考えたほ うが良いのではないかと思 う。あれだけ細かに魚骨をピックアップさ

れているのをみていると、どうも取 りこばしがあるなどということは考えられない。 しか

もウナギの骨のような 1～ 222の ものの取 りこぼしではなくて、大きなものの取 りこばし

などということはちょっと考えられないわけであるから、やは り解体作業を海岸でやって

いる可能性を考える必要性があるのではないかと思 う。

8。 私 の 弥 生 文 化 観

稲作で西川津遺跡の基本的な性格は規定されるであろうが、漁業が非常に盛んだという

ことは、そのこと自体きわめて縄文的と判断せざるを得ない。なぜかというと大陸の新石

器時代の農耕は必ず水牛、山羊、牛、羊、馬などの家畜を飼っている。そ ういう半農半牧

が大陸の農業の姿である。それが実情であって、米だけ作っているなどということはない。

必ず家畜を飼っている。それで動物蛋白の供給を行っている。農業が日本ないしは朝鮮半

島南部を経由した時に家畜が脱けてしまう。家畜がまともに出土するのは古墳時代になっ

てからである。結局、縄文時代以来の魚で動物蛋白の供給ができるからである。これは日

本人の季節感とか自然感、動物に対する考え方の形成にとっても非常に重要なことである。

今でも季節の移 り変わ りがテレビに映るときは魚取 りの話が多い。

縄文時代の場合には トチや ドングリが主食で、シカやイノシン、ないしは魚が副食品と

して組み合わせになっていたのである。この トチや ドングリのことを忘れて、シカやイノ

ンシだけを乱獲していたなどということを考える人は、動物食から植物食に変わったとい

うことになる。 しかし実際は主食内で、野生植物から栽培植物に変わっていくのである。

しかも飢饉の時にはやは り伝統的な食べ方が生きるということで、 ドングリや トチの実が

時々息を吹き返す し、その食べ方が現在にも残っているということになる。 トチの実の食

べ方が残っている南限がだいたい島根から広島の山間部であって、山口県へ行 くとそうい
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う話はな くなる。

そ うい う植物が主で動物が副 とい う組み合わせは弥生になってもまった く同じで、 しか

もその主食の植物の中味が野生植物か ら栽培植物へ変わ ってい くが、動物のほ う も変 わ

る。縄文の只塚か らはた くさんシカやイノンシの骨が出土する。 ところが弥生時代になる

と山と海の間に平野ができて、三区分になって くる。そ して平野ではシカやイノシンがあ

んま り捕れな くなる。山が複雑に入 り組んでいるところは別であるが、基本的には山の方

で しかシカやイノシンは捕れな くなる。海岸部のほ うで はなおさらとれないとい うことに

なると、やは り大量の動物蛋 白の供給は水産資源 しかないとい うことで、より漁業に比重

がかかってい く。そ うすると ドングリ・ トチの実十シカ・ イノシン・魚 とい う組合わせか

ら、米+魚 とい う組合わせがだんだん明確になって くる。そ うして 日本人的な食文化 とい

うものが形成されて くるのである。

漁業の研究は、稲作の陰に隠れて少 しはや らな くてはいけないとい う程度のことではな

く、同じ比重でや らなければいけない。そ うしない と、 日本文化の形成 とい うようなこと

には十分な理解ができない。む しろ今のような国際化時代になって くると、近現代の政治

経済史と同 じ比重で、他民族 国家が古代にそれぞれの環境に即 してどうい う暮 らし方、文

化を形成 してきたのか とい うことが大事なことになって くると思 う。そ うい う歴史学を と

り巻 く社会的な状況が国際化 して くると、やは り食文化の研究 もお遊びではやっていられ

ない。 これはきわめて民族の根幹に関わ ることである。その証拠に外国へ行 った場合に一

番困るのは、食べることと言葉の問題である。

日本の食文化史上重要なのは、縄文・弥生時代であるが、 しか しどこでも好資料が出土

しているとい うわけびはない。西川津遺跡のような好資料がた くさん出土するのはい うも

でもな く低湿地である。そ して弥生時代の場合、この種の遺跡でこそ弥生的な要素ばか り

でな く、縄文的な要素 もはっき り出土 し、弥生文化が どうい うか うに形成されていったか

とい うことがわかる。 これを九州などの大部分の弥生遺跡 と菜畑遺跡を比べたらよくわか

る。前者の場合には非常に農耕的な要素が明確にとらえられていて、特に低湿地でない場

合には硬いものだけ、弥生式上器、石庖丁、偏平片刃の磨製石斧とか、それに若干の木器

とい うようなことできわめて農耕的なものばか りしか出てこない。 しか し、菜畑遺跡の調

査結果之みれば縄文的な要素は非常にた くさんある。む しろそ うい うなかでどのように稲

作ない しは農耕文化が定着 してい くか とい うことが、非常に よくわかる。西川津遺跡の場

合 もそ うい う意味で菜畑遺跡に匹敵するパターンで、農耕的なもの しか出ない変只↓的な遺

跡 よりもはるかに正常な姿を示 して くれているとい うことで、非常に重要だとおもう。お
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まけに大事な漁業資料もた くさんある。そういう縄文のベースの上に新しい文化がどうい

うふうに定着して展開していくかということからいくと、やは り低湿地でこれだけの資料

に恵まれている遺跡は非常に重要である。大半の弥生の遺跡では、そういう弥生的な様相

だけをみて物事を理解 しているということからといくと、従来形成されてきている弥生文

化の内容よりも、研究者の弥生文化観のほうが非常に問題があるのだということがはっき

りしてくるのである。

第189図 東アジアにおける漁網錘の展開

4管 状土錘

3有 j善 土鍾

・. 6揚 子江型石錘

1土器片鍾

7員 煙

2切目石鍾

5:場 子江型土
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表32 西日本における縄文弥生時代の釣針一覧表 (図 191・ 192・ 195参照)

遺  跡  名   |

Y賀長津市滋賀里
旱
塚   |

び
都

唇野郡網野町浜詰貝塚  |

:阪合房言§魯§ζ尋民積醤
|

2船僑郵便局敷地内22

和歌山県
6 海南市亀川遺跡

兵庫県
7 芦屋市会下山遺跡

鳥取県
8 境港市境外港付近海底

弥生

弥生中・後期

弥生

形態・数量(材質)

単式 2(猪牙)

単式 1(鹿角 ?)
単式 1類 1(鹿角)、

式 2(鹿角・猪牙)

単式 1類 1(青銅)

単式 1

単式 1 (鉄 )

結合針 1(猪牙)

(鉄 )

報 告 書 等  |

『湖西線報告』
     |

丹後資料館資料    |

佐 木々謙氏資料

『亀井・城山』

『森の宮 3・ 4次』

『大阪府史』 1巻

一　
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一　
　

・０”１２

師図番号

T

島根県
9 八束郡美保関町小浜洞穴
10 松江市タテチョウ遺跡
■ 松江市西川津遺跡

縄文後期
弥生
弥生前期

弥生中期

ヽ
●
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３
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類

＞
式
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２
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『西川津報告』Ⅳ

13
U
P～ R・
V

66-73

岡山県
12 邑久郡邑久町門田貝塚
13 倉敷市真菰谷貝塚
14 倉敦市福田貝塚
15 笠岡市津雲貝塚

弥生前期
弥生中期
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縄文後期

針

・　
　
式

同
０
　
　
ヽ
単
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考館、笠岡郷土館

W・ X

14
15・ 16

広島県
16 広島市長う子遺跡
17 福山市大門貝塚
18 福山市引野町埋立地
19 福山市洗谷貝塚
20 神石郡油木町
21 比婆郡神石町観音堂洞穴

期
期

後
後
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”
”
　
　
期

後
前
前
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生
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弥
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白
六

市
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県
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下

口山

２２

２３
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愛媛県
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縄文
縄文後期
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弥生中期

弥生前期
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『 山口県文化財概要』
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ノ入、類学雑誌』43-4  1

61

Y
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遺  跡  名 時 期 形態・数量(材質) 報 告 書 等 挿図番号

穴
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貝
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市
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別府大学博物館
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福岡県
30 遠賀郡芦屋町山鹿貝塚

31 鞍手郡鞍手町新延貝塚

32 遠賀郡岡垣町榎坂貝塚
33 福岡市西区桑原飛櫛貝塚
34 糸島郡志摩町天神山貝塚

９
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９

・

期
期
期
期
期
　
期
期
期

前
中
後
中
後
　
後
後
後

緻
″
″
緻

ク
ク
緻
緻
緻

，
，
角
　
≫
　
＞

＞
骨
骨
鹿
＞
牙
　
牙

牙
く
く
ぐ
角
猪
＞
猪
＞

猪
１
１
２
鹿
＜
骨
ぐ
骨

く
類
類
類
く
１
ぐ
１
て

２
１
２
１
１
針
２
針
２

式
式
式
式
式
合
式
合
式

単
単
単
単
単
結
単
結
単

『 山鹿貝塚』

『新延貝塚』

未発表
木村幾多郎氏資料
『天神山貝塚』

3・ 4
5
58
6・ 7
22
M
21
E
23・ 24

佐賀県
35 唐津市柏崎貝塚
36 唐津市菜畑遺跡

長崎県
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跡
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縄文後期

弥生前・中期
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単式釣針 1
結合釣針 A

:無錢, 2:外餞, 3:内錢,

:赤御堂型,B:入江型,C:

エ

ー

7

Scm

表33 釣針諸形態の時期・地域的分布表

第190図 単 式 釣 針 の 諸 形 態

1:無錢釣針・青森県八戸市一王寺貝塚

2:外錢釣針・福島県いわき市寺脇貝塚

3:内鎖釣針・岩手県宮古市鍬ガ崎貝塚

4:両銭釣針 。岩手県大船渡市細浦貝塚

5:軸錢釣針 。宮城県石巻市沼津貝塚

6:錨形釣針 。同市南境貝塚

7:逆 T字形釣針・長野県北相木村栃原

岩蔭遺跡

:錨形, 7:逆 T字形 .

E:寺脇型,F:西 北九州型,G:真 菰谷型.

4:両錢,

三ッ谷型,

銑
剛

軸

大

５

　

Ｄ

沖 縄 西北九州 九  州 山 陰 瀬戸内 中 部 南関東 東関東 盤 城 仙台湾 三 陸 青 森 北海道 時 期

1・ F 1 1・ 2・ 5・ F 1・ G E 1・ 3・ 4 弥 生

F 2 E
晩
　
期

2・ E 4 4 1・ 2・ 3 H

2 1・ 2・3・4・7・D 7・ C I

7 1 2 l 1・ 2。 3 1・ 2・3,7
後
　
期

F ユ 1 2 1 1・ 2・ 3 l 2 1

F 1 1・ 2・ 3・ 4 1・ 2・ 3・ 6 1・ 2・ 3 1 I

1 1・ 2。 3 1・ 2。 3・ 5・ 6 l・ B 中

期
1 ユ I

F 1。 3 1 前

期
l 1 1 3

l 1 A 早

期
7 1・ A I

l
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第193図  1・ 2:赤御堂型針 。青森県八戸市赤御堂貝塚 3:入江型

軸・北海道虻田町入江員塚 4:同針 。同 5:三ツ谷型針

・北海道乙部町三ツ谷貝塚 6:同針・同 7:大洞型・岩

手県大船渡市大洞貝塚 8:寺脇型・福島県いわき市寺脇貝

塚 9:西北九州型・熊本県三角町浜ノ洲貝塚十佐賀県唐津

市柏崎貝塚 10:真菰谷型・岡山県倉敷市真菰谷貝塚

第194図 オ サ ン リ 型 結 合 釣 針

1～10:針 11:軸、ただし6は西北九州型結合 釣針 の針

(1～ 6:上老大島遺跡 7:農所里貝塚 8～10-東三洞

貝塚)
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第196図  日本と韓国の結合釣針の分布と編年

第197図 石鋸 着 装 想 定 図
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第198図 石鋸分布図 (山崎純男氏原図)



199図 骨角製から鉄製回転式離頭鑑頭への展開
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2 島根県西川津遺跡からみた

弥生時代の山陰地方と北部九州

下 條 信 行 (愛媛大学法文学部)

島根県下における弥生時代遺跡の調査は、近年、急速な発展を逐げようとしている。そ

の著名なものは、八束郡鹿島町志谷奥遺跡 (鹿島町法委 1976)、 鮫川郡斐川町 荒神谷遺

跡 (島根県教委 1985、 1986)な どの青銅器を出土する遺跡ではあるが、一方において地

味ではあるが、浜田市鰐石遺跡 (前島 1973)、 松江市 タテチョウ遺跡 (島根県 教 委

1979)、 松江市西川津遺跡 (島根県教委 1988)な どの 生活の実態解明と文化系譜を知る

うえに、青銅器出土遺跡に優るとも劣らない重要な遺跡の調査もあいついでいる。

今回、西川津遺跡の縄文晩期～弥生前期編を出すにあたって、多様な課題のうちか ら、

本稿では、西川津出土品を中心にし、島根県下、さらには山陰地方出上のこれまでの資料

を援用 して、特に北部九州と関連の深い文物を採 りあげ、両文化の関係をさぐってみるこ

ととする。それが、この地域の文化的特性の一つを表明するものであるから。

1武 器 形 石 器

磨製石鏃 西川津出土の磨製石鏃は 2点ある (島根県教委 1988)。 そのと(第200図 1)

は有茎式で、他 (第 200図 4)は無茎の二等辺三角形の痛平鏃である。

第200図 1は黒色片岩製で、身の先端と下部を欠失している。現長4.6じ例、最大幅1.6c胞、

厚さ0.4C協を測る。鏑は薄く、弱く、身の中線を走るのは先端付近だけで、 下方は 関の両

端にむかって研ぎわけになっている。横断面は、鏑が弱く、身幅が薄いため、厚さ 0.4 θη

の薄い紡錘状になっている。関や茎は欠損しているため、その具体的形状は判らないが、

北部九州出土例などを参考にすると、関は弱いなで肩状で、茎の断面は隅丸方形状をなす

と思われる。

島根県下の類品は浜田市鰐石 (第 200図 2)にある (前島 1973、 山陰中央 新報社

1978)。 これは現長6.60解で、鋒部はほぼ残っていて、茎だけを失っている。厚みや幅は西

川津例と酷似している。西川津例で欠失している身の先端は、基部より併行に錐に向かっ

て減幅していた両側が、急速に丸みをもって収束 している。鏑は、先端付近で中線を走っ

ているものが、ただちに両関端にむかった研ぎ分けとなってお り、この点も西川津例に類

する。身の横断面は厚さ0,3c2の薄い紡錘形。関は中軸線に対し、直角に近いが、ややな

で肩風の特徴が見え始めている。
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このような長鋒有茎磨製石

鏃は、朝鮮半島南部の初期の

無文土器である孔列土器に伴

う柳葉形磨製石鏃を源流とし

たものである。柳葉形磨製石

鏃は、わが国には、初期農耕

文化と共にその文化複合の一

環として縄文晩期後半に北部

九州に伝来したものである。

そうした例として、佐賀県唐

津市菜畑12～ 9層 (中 島ほか

1982)、 福岡市 有田七田前

遺跡 (山 口ほか 1983)出土
1・ 4 島根県松江市西川津  3 京都府綾都市青野A地点

2   島根県浜田市鰐石

品をあげることができる。これらは、身、茎とも長 く12～ 180″ もあ り、両側はあたかも定

規で引いたように直線的にな り、その造 りはシャープである。錆は錐より、茎端にまで一

直に通 り、厚さも0,7～ 10例 と厚い。 そのため、 身の横断面は菱形、茎は六角形を呈す。

関は逆棘状か直角となる。初期の柳葉形磨製石鏃は、上記のような朝鮮風の特色をそのま

ま表わしていたが、晩期終末から板付 I式以後になると、造 り、法量、厚みなど全面にお

いて退化性を濃厚にしてくる。身長は1002以 下と短 くな り、両側は中膨れ状を呈し、厚み

は減 じ、鏑は稀薄で、横断面は紡錘形となる。館は中線が下部まで通らず、研ぎ分けとな

り、関はなで肩で、鏑が茎に通らないため、茎の断面は方形、長方形、円状を呈すδこう

した傾向は時期が下降するに従い顕著となり、前期末をもって終末をむ か え る (下條

1977、 1986)。 こうした観点からみると、 西川津、鰐石出土例は、 前期後半～終末段階の

ものとみることができよう。鰐石例が前期末 。中期初、西川津が中期層の出土 と |ヽ うの

も、これらの例が、後出の形式であることを示 している。

柳葉形磨製石鏃は、九州では北部九州を主体に、東九州を除いた各地に出土する。近年

九州を越えた西瀬戸内や四国南海地方にも出土することが判ってきた。高知県田村遺跡に

数例の出上があ り (高知県教委 1986)、 愛媛県今治市町谷遺跡にも出上しているが (愛

媛県埋蔵文化センター 1988)瀬戸内では目下西瀬戸内に限られている。中国地方では、

下関市綾羅木 (下関市 1981)、 同延行に退化形、退化進行形が出土しているが、その後

の東方への分布は日本海側に伸びている。鰐石、西川津、タテチョウ (下條 1987)な ど

０
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第200図  日本海出上の磨製石鏃
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の島根県下の分布をポイントとして、東は丹波の京都府綾部市青野A地点 (青野遺跡調査

報告書刊行会 1976)に まで及んでいる (第 200図 3)。 青野例は身下半と茎を残すもので

あるが、身の扁平さ、関のなで肩風な点は、島根県下の例と共通するものである。青野に

はもう一点の出上があるが、その関の造 り出しは狭 り関となっていて、後出性を示してい

る。以上のように、柳葉形磨製石鏃は、瀬戸内ルー ト沿いには、ほとんど展開せず、北部

九州―響灘一 日本海を通って近畿北部にまで長脚的分布を示し、瀬戸内海側とは一の対象

をなしている。このことは、北部九州の文化が東に展開するに際して、各地の在地性、北

部九州との親縁性にもとづいた選択性が作用していたと考えることもでき、その証拠は単

に柳葉形磨製石鏃にとどまらない。

第200図 4の二等辺形磨製石鏃は柳葉形石鏃と同様黒色片岩からなり、ほぼ完形をなす。

長さ3.2翻、茎部幅2.OC紹 、厚さ0.3C紀 を測る。弥生中期層の出土という。 北部九州 では前

期末が、柳葉形磨製石鏃から二等辺形扁平磨製石鏃 (以下、扁平磨製石鏃)への転換期に

あたる。この出現については、柳葉形磨製石鏃からの退化変形、打製石鏃の模倣などが考

考られるが、筆者は、朝鮮半島の磨製石鏃の動向を重視 したい。朝鮮'半 島では、無文土器

文化の前半期である孔列土器から後半期の粘土帯土器に変わると、他の面でも変化が生 じ

てくる。その一つは、粘土帯土器になると、有柄式磨製石剣や柳葉形磨製石鏃が消滅し、

細形の銅製武器が出現してくる。細形銅利器には、細形銅剣、細形銅支、細形銅矛がある

が、細形鋼剣が一等早 く出現し、銅犬、銅矛が後出してくる。扁平磨製石鏃は、細形銅剣

の出現に伴って現れる。忠清南道大田市椀亭洞 (朝鮮考古学会 1969)、 黄海道 瑞興邑泉

谷里 (テ  1972)、 忠清南道礼山邑東西里 (池 1978)では、 細形銅剣に伴って、扁平磨

製石鏃が墳墓内に副葬されている。わが国には、前期末の段階に細形銅剣、銅支、銅矛が

北部九州に伝達されるが、朝鮮半島では、それ以前に扁平磨製石鏃は出現していたことと

なる。それが継承されて、前期末にわが国へ青銅利器が到達した時に随伴してこの扁平磨

製石鏃も伝わったものとみたい。したがって、この石鏃も大陸系磨製石鏃といっていいも

のである。

以上の二種の石鏃はいづれも大陸起源のものであ り、有茎式は、初期農耕文 化 に 伴 っ

て、痛平磨製石鏃は、大陸文化の第二波の文化伝播である青銅利器文化の伝来に伴ってわ

が国に伝わったものである。出土量の多寡はともか く、大陸文化伝来の1各段階において、

この地にも北部九州を経由した国内版が着実に伝わっていたことを示すものである。

ただし、朝鮮半島南部や九州では、柳葉形磨製石鏃に有柄式磨製石剣が伴 う。瀬戸内で

も西瀬戸内は、 両者の分布地帯となっている。 ところが、 山陰地方は柳葉形は 出上 して
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も、有柄式磨製石剣は未分布地帯となっている。こうした分布の跛行性も、より追求を深

めて行けば、 1つの地域性を物語るものかもしれない。

細形石剣 。石矛 扁平磨製石鏃に時間的に併行する武器形石製品として、西川津に出土

したものではないが標記のものが島根県下に出土している。前期末 。中期初頭以降の武器

形祭器の文化系譜を占うのに重要なものといえる。

その 1つは、第201図 2の鰐石出上の細形石剣である (前島 1973)。 この石剣は、細形

銅剣を模した細形石剣と言えるもので、畿内やその周辺に分布する中細式銅剣を模した有

樋式石剣とは異なったより古式のものである。現在、剣身中央部付近が 5,3c陶 ほど残って

いるだけであるが、幅は3.4c紀 と細形銅剣と同じである。中央に1.4c筋 の一段高い棟が走 り、

業部の溝は樋状にならず、水平となっている。法量、断面形とも細形銅剣の特徴をよく残

している。鰐石では前期末 。中期初頭の上器を伴っているのも細形銅剣の時期とよく符合

している。北部九州では、前期末に細形銅剣が出現し、この地方では松江市竹矢に細形銅

剣が伝わっているので、これらをコピーしたものと考えられる。朝鮮半島には、いはゆる

鉄剣形石剣はあるが、細形銅剣を忠実に模したものはないので、細形石剣はわが国で考案

されたものと考えられる。こうした考案はすでに北部九州に出現していて、第 201図 1に

示すような福岡県飯塚市川島に出土例がある (嘉穂地方史編纂委員会 1973)。 )|1島 例は

先端付近を11.5θ

"ま
ど残すものであるが、前末 。中初頃に比定される福岡市板付田端出土

の銅剣に類似している。中央に一段高い棟と水平の刃をもっている。細形石剣の出土はこ

の二例だけであるものの、その分布は柳葉形磨製石鏃やこれから述べる石鎌、 大 形 石 庖

丁、石矛の分布と軌を―にしたものであり、扁平磨製石鏃の項で指摘 したように、弥生文

化の第Ⅱの画期である前期末以降においても、前期以降の文化ルー トは確実に継承されて

いることを示 している。

西川津、タテチョウには多数の陶颯を出土している。陶損は細形銅剣伝来期の前期末に

出現し、北部九州をスター トして、日本海ぞいに丹後半島にまで達している。その例をあ

げると、西から福岡県宗像市長尾遺跡、下関市綾羅木、島根県松江市西川津、 グテ チ ョ

ウ、京都府中郡峰山町途中ケ丘 (峰山町教委 1977)、 同扇谷 (峰 山町教委 1975)、 竹野

郡丹後町竹野 (奥村 1987)な ど玄界灘―響灘一日本海と日本海沿いに東進している。こ

うした独自の日本海ルー ト伝播文化と上記の武器形石製品は帯同して展開をしたものとみ

ていい。

第 2は筆者が石矛と称しているもので、タテチョウに出上している (第 201図 3)。 先端

付近を10θ紹ほど残すだけであるが、その下端での幅は 6.4翻 と石支よりも一段と大形であ

-328-



′

Ю
Ｏ
自

1

I

上_

「
~'

|                     
｀‐｀｀

|
I                    ′

キ                                 I

一
　

２

Ｆ

‐

‐

ｌ

Ｉ

・一

 ヽ                /

ド
′́

1

Ⅲ l  

海

!
2島根県浜田市鰐石

-329-



、る。全体は木葉状とな り、茎端は幅広 く手では握れない。茎端の一側に狭 りが入れられる

のを通例とする。これは北部九州に弥生前期末に出現し、九州を中心に広がったものであ

る。前期末に朝鮮半島より伝わった三種の細形銅利器は北部九州でそれぞれ石器にコピー

される。細形銅剣はいはゆる鉄剣形石剣や細形石剣に、銅支は石戎となる。そこで同時に

出土し、しかも柄を付さずには把握できない武器形石製品といえば、銅矛を模 した石矛で

あろうと考えたのである (下條 1982)。 従って、その誕生も北部九州にあり、 この地方

に広がったものである。この例も、瀬戸内にはみられない。こうしてみてくると、北部九

州に生まれた武器形石器の日本海への伝播は各種に及んだ重層的なものであ り、単なる偶

然的の所産になるものではない。山口県宮ケ久保出上の中期後半の石支もこうした流動の

中で把えることができる。

2 石庖丁 。大形石庖丁・石鎌

日本海における石製収穫兵の研究は今一つ十分ではない。石庖丁においても、まず形態

的特徴を押さえることが重要である。西川津遺跡において、その形態を明示する完形品は

第 126図 26の一点しかなく、多くは破片ないし転用品となってその型式同定を行 うのは困

難である。そこで、浜田市鰐石出土品、青島出土品 (山陰中央新報社 1978)な どの完形

品や各I地の石庖丁の一般的特徴などを援用して西川津出土品の中から石庖丁と認定される

ものを抽出すると7～ 8点を取 りあげることができる。そのうち刃部、背部をかろうじて

残 し、形式認定に耐えうるものは 5点ほどある。この 5点は二形式に分けるこ とが で き

る。 1は比較的に背が直で、刃が外湾するいわゆる外湾刃半月形に近いもので、第 126図

26、 32、 39の 3点がある。他は、程度を問わず背部、刃部が湾曲する杏仁形 (紡錘形 )で

第 126図 40(大形石庖丁の可能性もある)、 第126図 28の 2点がある。いづれも両刃である

が、山陰地方の前・中期の石庖丁は両刃であることを特徴としている。唯一の完形品であ

る第 126図 26は 、両側の造 り出しが粗末であるが、基本的には外湾刃半形であり、前期層

から出土しているという。そうであれば、島根の前期の石庖丁は、北部九州と共通する形

態をなしていたことになるが、これは西日本全体においてもいえることである。問題は杏

仁形の出現期と汎用期であるが今のところその決め手はない。島根県鹿足郡前I立 山遺跡の

後期の例には直線刃半月形のものがあ り、後期には形態変化が起こっている。これからす

ると、 杏仁形はその前段階の中期段階に使われていた 可能性が強い。 杏仁形の例は、 鰐

石、青島に見られるほか、鳥取県米子市 目久美 (米子市教育委員会 1986)や 丹後にも広

がってお り、中期段階のこの地方の一つの地方的形態を示すものかもしれない。瀬戸内に

も、この形態が前期末から中期にも広がっているが、今後この形態の時期的確定、他形式
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との組成比などを煮詰めて、他地域 との比較を行 って行 く必要がある。また西川津の石庖

丁の出土量は、遺跡規模に比 して、量的に少量である。 この点 も、一つの地域性を表明し

ているものかもしれない。他遺跡などでの検証をまちたいところである。

用途 も明確でな く、用語も適切 とはいえないが、大形石庖丁が多数 出土 しているのも西

川津遺跡の特徴である。大きさは小形で横長21cη、縦長 100η (第 124図 3)。 大 き ヤヽ もの

は、横長30θ宛、縦長 13C筋 (第 124図 1)も ある。厚さは1.5～ 2.50解 とが厚い。刃部は直刃か

軽い外湾状をなす。背部は直背 となるか軽い円弧をなすが、両側上端を打ち欠いて、背部

が横長の有肩状になるのが特徴で出土量 も多い。その仕上げは、刃部付近は研磨す るもの

の、それ より背部にかけては打製のままか、 自然面のままで完了させるとい う、粗造な作

りであるのも特徴の 1つ ということができる。有肩の大形石庖丁は、西川津のみならず、

島根を遠 く東に行った、京都府途中ケ丘遺跡にも出上している。横長350"、 縦長■0紀の西

川津と変わらない大形のものであるが、ここでは、西川津と具なって全面を研磨する丁寧

な作 りになっている。有肩の例は、西の方に多 く存在する。福岡県の東部を北流する遠賀

川流域から周防灘、響灘にかかる地域に分布するもので、この地域の有肩は、「凸」 字 状

より、「 T」 字状になることが多い。 やヽづ漁にしても、この両タイプは、背部に突起をつ

くりだすことにおいて共通しており、西川津は西方の「 T」 宇状を「凸」宇状に改変 した

ものと考えられ、両者の間には有機的関係が存在したものとみられる。西川津には破損し

た部分品が多いので、あまり明確に指摘できないが、たとえば第 124図 3の ように、背部

に突起をつくりださないものも存在する。これには二つのメイプがあるようで、その 1つ

は、鰐石例にみられるように、全形が台形をなしている。他の 1つは、背部が円弧状にな

るもので、下関市辻や西川津に出上している。これらには肩がないので、紐をかけるため

の孔が穿たれている。以上のように山陰大形石庖丁には、有肩タイプと、無肩タイプのも

のがあり、これらは他の地域の大形石庖丁にみられない多様性を示している。ことに有肩

タイプは、この地方の大形石庖丁の系譜をよく示 している。

ここで大形石庖丁の由来と展開をふ りかえってみると、大形石庖丁はそもそも大陸系磨

製石器と呼べるものかどうかあいまいなものであった。北部九州では大形石庖丁は、かつ

て前期末からしか明確でなかった (下條 1977)。  それが、 菜畑遺跡で弥生前期初頭の板

付 I式に出現することが明らかとな り、古 くから存在していたことが判ってきた (中 島

1982)。 北部九州の大形石庖丁は全磨製の外湾刃半月形で、外湾の両側に有挟をもつもの、

有孔のものなどがある。一方朝鮮半島の南部でも、特に西南部では石庖丁の大きさは大、
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第202図 日 本 海 出 土 の 石 鎌

1島根県浜田市鰐石  2京都府熊野郡久美浜町

3鳥取県米子市蔭田

小の両極に分かれ、少数なが ら特大のグループがあることが判 ってきた (下條 1988)。 こ

の大形は全羅北道佳井、同青雄面に出上 したもので三角形ない し外湾刃半月形をなし、横

長17～ 19C用、縦長 8～■ 0解 で、形態、大きさ共、北部九州の大形石庖丁に近 く、両者の親

縁関係が看取 される。 こうした点からすると、大形石庖丁 も大陸系磨製石器の一種 と考え

た方が よい ように思われる。 また慶尚南道欲知貝塚出上の大形石庖丁は外湾刃形の背部に

突起が付 くタイプで、その形は「 T」 字形ではな く、直角をな している。

さて、こうして日本に伝わ った大形石庖丁は、穂摘用石庖丁 と同様、 日本各地において
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地域的形態をもつようになる。北部九州に伝わった大形石庖丁は直背外湾刃半 月形 で あ

り、福岡西部、佐質に広が り、遠賀川を東限としている。遠賀川の東より響灘、周防灘に

かけては、北部九州と形を替えて、前期末以後外湾刃の背部に「 T」 字形の凸起がつ くタ

イプが出現する (下條 1977)。 福岡東部から山口にかけては独自の形態を もっているの

である。最近では、有肩タイプは宮崎県持田遺跡や愛媛県松山市六丁場遺跡にも広がって

いることが判ってきた。山口県下関市綾羅木遺跡にもこのタイプのものがよく出土してい

る。瀬戸内ぞいには、愛媛より東の方には、あまり展開しないようで寡聞にしてその出土

例を知らない。そして日本海沿いに、先記のように、独自のものが展開して行 くの で あ

る。畿内の大形石庖丁は、頂部がやや平坦で、その下方に孔を持つ、握 り飯状の三角形を

なして、また独自の形態をなしている。このように、西日本においては、瀬戸内中 。東を

除く、各地は独自の形態の大形石庖丁をもっていた。その中で山陰石庖丁は、福岡東部・

山口に有機的関係をもつ独自の有肩形の大形石庖丁を生みだしていたのである。そして、

西川津や途中ケ丘では、穂摘石庖丁を凌駕するほどの量の大形石庖丁が出上している。こ

れもまた、山口西部を除いては、他地域にみられない地域的特徴である。

西川津遺跡は石鎌の出土量の多さでも目を引く遺跡である。石鎌はいうもでもなく大陸

系磨製石器である。中国竜山文化に生まれ、竜山文化から殷文化の間に中国遼東半島から

西北朝鮮に伝わ り、それが南下して南部朝鮮に達 し、やがて北部九州に伝わったものであ

る。近年、南部朝鮮の初期無文土器の遺跡である慶尚南道大坪里、忠清南道松菊里などか

ら石鎌が出土し、わが国でも縄文晩期の福岡市板付遺跡 (福 岡市教委 1979)、 板付 I式

の菜畑遺跡 8上層、福岡市十郎川遺跡 (住宅・都市整備公団 1982)の 初期農耕遺跡から

出土するようになった。朝鮮半島でもそ うであるが、北部九州でも石鎌の出土量は石庖丁

に比べてきわめて限られた数しか出土せず、必ず しも多用されたとはいい難い。これに変

化が起るのは、遠賀川流域から山口西部にかけての地で、石鎌の出土量が漸増する。それ

でも遠賀川流域で、石鎌が石庖丁を凌駕して出土することはなく、両者が均等に近 く出土

するのは下関市綾羅木遺跡においてである。瀬戸内海にはほとんど石鎌は展開 して 行 か

ず、西頼戸内の松山平野に 2～ 3の石鎌が出土するだけで、石鎌は日本海を走 るの で あ

る。西川津では、石鎌は13点 出上し、これに対する石庖丁は 8～ 9点 と石鎌がわずかなが

ら多い。これは、先に記 した山口県下関市周辺と同傾向かその延長上にあるので、両者の

緊密さを示すものである。こうした石鎌の多さは日本海沿いに長脚の分布を示すことにな

り、島根県浜田市鰐石 (第 202図 1)、 松江市西川津、同布田、鳥取県米子市陰田 (第 202

図 2)、 京都府熊野郡久美浜町芦原 (第 202図 3)に まで分布している。以上、大形石庖丁、
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石鎌にみられるように、これらの諸具は、福岡東部から山口西部、なかんず く山口西部と

の親縁性の上で、瀬戸内にはみられない独自の文化圏を形成していたものとみることがで

きる。

3 伐採石斧・挟入片刃石斧

西川津の伐採石斧は比較的簡略な製作技法をとっている。その特徴は原材料にある。原

材料は幅、厚さが 5～ 60ηから8o筋前後の棒状の石材を素材としている。これを15～ 20c筋

前後の適当な長さに折 り、1600～ 1900夕 の素材をつくる。その後、断面隅丸方形の四隅の

稜を打欠によって落としていく。これが、いわば粗害」工程であるが、原材が石斧の形態、

法量に近いので、軽微な労働でこの工程をクリヤーすることができる。この後、細かな打

裂によって成形 し、敲打を加えた後研磨を行 う。

こうして完成 した石斧は、大きさによって三つの群に分かれる。大は長さ15C筋 以上、基

部幅 5～ 6じπ、刃部幅6.2c筋 、厚さ4。 5C解前後で、重量は600～700'である。中は長さ12～

14θη、基部幅 4～ 5C陶、刃部幅 5～ 6c紀、厚さ 4じη前後で、500～ 6007の 重さになる。小

は長さ10～ 1lcη 、基部幅 3～ 50紀、刃部幅 4～ 5.50“ 、 厚さ3～ 4o2で、重量は300～400

夕である。量的には中、小が多く、主要なタイプとなっている。個々の石斧の時期が判明

しないので、時間にそった動向は捉え難いが、この程度の重量は北部九州では縄文的色彩

を残した弥生前期の石斧に共通している (下條 1986)。 しかし、石斧の形態は身が厚 く、

頭部と刃部幅が接近した弥生化した厚斧になっている。石斧の厚斧化は普通前期後半段階

に起る。西川津の石斧も十分そうしたものであるが、他地域に比べて小形である。

柱状片刃石斧も個別の時期が明確でない。ただしこの遺跡の片刃石斧にすべて狭 りがあ

る快入石斧となっているのが特徴である。柱状片刃石斧は、日本には狭入石斧 (韓 国の有

溝石斧)と して伝わ り、北部九州では、最後まで快 りが残る。西日本各地には前期の段階

に狭入石斧として各地に伝わ り、中期以後独自性を生み出す地域も出現してくる。畿内が

その代表例で、ここでは中期以後、快 りのない柱状片刃石斧となる。 しかし、東海では扶

入石斧が存続する。西川津はそうした中で扶入石斧の分布地帯となっている。

4 漁 具

漁具には、北部九州との繋が りを示すものが多い。

その 1つは西北九州型結合式釣針である。これについては渡辺誠の論攻がある (渡辺

1958a、 1958b)。 結合式釣針は九州の縄文前期の曽畑式土器の段階に朝鮮半島より伝わ

り、後期に西北九州を中心として盛行する。佐賀県菜畑遺跡では、板付 I式に伴って出土
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し、弥生時代にも継承利用されていたことを明らかにしている。縄文～弥生を通して軸を

鹿角、釣を猪牙で作るのをルールとしたものである。菜畑の弥生のそれは、軸が長さ 8。 9

02も ある大形のもので、外洋性の漁業に供されたものである。西川津では弥生前・中期に

伴ってお り、前期の段階に伝わってきたものであることが判る。軸が鹿角、釣は猪牙で作

られてお り、この点も西北九州のものと同じである。その大きさは、成品で10,5～ 13.3θπ

もある超大形品を含み、外海大形魚を盛んに狙っていたことが判る。大形の未製品も数点

出土し、この地において、定着した漁法になっていたことを示している。

第 2にはヘラ状鯨骨製品がある。これは岡崎敬がアワビオコシと考えたもので (岡崎

1968)、 西川津には二点出上している。その 1つ (第 170図 22)は 、長さ19.8c筋、幅3.2c初の

半円状の棒状品で、鯨骨製である。柄部と刃部よりな り、ほぼ半ばで分かれている。柄部

は一段と低 く削って把握に便となっている。刃部先端は斜に削 り落として鋭くしている。

他の 1点 (第169図 21)も 、アフビオコシの可能性があるものであるが、鹿角を利用 した珍

1

3

第203図  ヘラ状鯨骨製品 (ア ワビオコン)

・ 2佐賀県唐津市菜畑  4山 口県下関市吉母ケ浜

5・ 6長崎県壱岐郡原の述、カラカミ
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品である。

骨製アワビオコンは、玄海

灘沿岸に縄文時代に出現する。

佐賀県菜畑遺跡では、縄文時

代中期に出現している (第 27

2図 21)。 アワビオコンが 盛

行するのは、弥生時代に入っ

てからで、玄海灘沿岸を中心

とした地域に広がっている。

西は五島列島に、玄界灘には

第 203図 5、 6の壱岐島のカ

ラカミ・ハルノツジ遺跡 (岡

崎 1968)、 第203図 2の佐賀

県菜畑遺跡、第 203図 3の福

岡県夜田遺跡 (森 1961)、 東

には響灘に第 203図 4の下関

市吉母浜遺跡 (下 関市史編修

委員会 1965)が ある。夜日、

菜畑遺跡例は休生前期に、カ

ラカミ・ハルノツジ例は弥生

中後期に属し、弥生全期に渡

って鯨骨製アフビオコンは使

われていた。一方、前期後半

には長さ24C旬 、刃幅2.47θ初の

アフビオコンかと考えられる

板状鉄製品が菜畑に出現し、

以後、福岡県御床松原にみら

れるように、弥生後期から古

墳時代にわたって鉄製アワビ

オコンが汎用されてくる。御

床松原では、古墳時代になる

第204図  日本海出土九州型石錘

島根県松江市西川津 (B型) 3鳥 取県米子市青木 (B型 )

京都府熊野郡久美浜町函石浜 (A型 )

福井県小浜市岡津 (A型 )
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と現用例と類似した柄部を直角に曲げたものも出現してくる。西川津出土例も玄界灘一響

灘と東方に拡大する弥生漁業文化の延長上に捉 うべきもので、現下その東限例となってい

る。瀬戸内海には知られていない。

第 3には九州型の大形石錘がある (第 129図 8)。 これは長さ10勁前後の紡錘形品のその

長軸に沿って 1～数条の溝を入れたもので、九州型石錘大形Bと 筆者が分類 したものであ

る (下條 1984)。 溝が縦 1条のものをBI、 複数のものをBⅡ とした。 横軸に溝 1条を

入れるものもある。重量は100～ 400夕 で、100～ 200夕 のものが最も多い。これまでB型は

九州の玄界灘沿岸と山陰 (鳥取県)に分布していた。九州では弥生中期に出現し、古墳時

代前期まで使われた。西川津では、BIが 1点 (第204図 1)、 BIが 1点 (第 204図 2)

の計 2点が出上している。いづれも、弥生後期に属するという。BIは長さ10,5Cη、幅4.5

02の紡錘形で縦方向に半ばを欠いているが現重量■7.5夕 で、復元200夕 にはなる。長軸に

1条の滞が走る。BIは、長さ9.10紀幅5.2～4.70紀で、重量190夕 を測る。長軸に 4条の、

横軸に 1条の溝が亥」まれている。重量、大きさ、形態ともに九州出土品と類似 した もの

◎ ,

0                       1o cm
l I I I I I      I

第205図 玄 界 灘 出 土 の「碇」石

(1福岡市西区小葎 2福 岡市東区和自)
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で、海を媒介とした両者の密接な交流が推定できる。

鳥取県青木遺跡出土品も弥生後期のBⅡ の類例である

(第 204図 3)。

島根、鳥取には今のところ出土していないが、山陰

には九州型大形A型石錘ゝ出土している。京都府熊野

郡久美浜町函石浜 (第 2.4図 4)や福井県小浜市岡津

(第 204図 4、 5)、 同三方郡三方町食見 などの丹後

から若狭などにかけて出土するもので、弥生後期から

古墳前期にかけてのものである。このように、弥生後

期においても、九州の玄界灘沿岸と山陰地方とは、海

洋漁業を媒介とした、両者のコンスタントな交流は継

続されている。島根県隠岐島の北北西33協 、 海深 260

mの海中より、九州系の弥生後期の土器が漁民により

引きあげられている (鹿島町立歴史民俗資料館 1987

第206図 )。 これなどは、山陰と玄界灘との交流を物語

る好例であ り、それが後期の土器であるというのも、

九州型石錘が山陰に、西川津に出土する時期 とうまく符合 している。

このほか西川津には、長径13.502、 短径10.30れ、厚 さ 4.8C筋 の平面楕円形で、中央に 2

C紀 の孔をもつ ドーナツ状の石器がある (第 129図 8)。 滑石質の軟質材で作 られ、重 さは 1

物ほどある。実は北部九州の玄界灘沿岸には、九州型石錘 と共存 して、 しば しばこの種の

石器が出土 し「碇」 と呼んでいる。大小、厚薄種 々であるが、滑石系の軟質材を使 ってい

る点 も類似 している。弥生後期か ら平安時代まで使われている。

西川津に近い例をとりあげると、福岡市小葎例がある。その①は、径■ .7C筋 、厚さ6θ2、

孔径2.60能 、重量1200,(第205図 1)、 その②は径12勁、厚さ6.5Cη 、孔径1.6C解 、重量1350

夕、その③は径14.7× 12.5C婉、厚さ8o解、孔径1.6θ能、重量2000夕 で①、②は西川津に近

い。そのほか、福岡市今宿五郎江例は径11.8o紀、厚さ4。 4θ紀、重量 ■50夕 、福岡県御床松

原例はいづれも破片であるが、復元で①は径1802、 孔径 2C紀、②は径230η、孔径 2θ陶、福

岡市和白例は径13.50紀、厚さ4oれ、孔径2.102(第 205図 2)で、相当に九州例と西川津例

とは大きさ、材質において近い関係にある。

ただし、西川津例が、外縁4ケ 所に扶りを入れ、その出土時期が方生中期と九州例より

やや出現が早い点が異なっている。両者の関係を今速断するのは尚早であるが、今後の類

第206図  日本海より引き上げ

られた弥生土器

(鳥取県立博物館蔵)
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例の増加を測 りつつ、更に検討 してみる価値はあ りそ うである。

5お わ り に

以上のことは、次のように要約することができる。 まず、弥生前期の段階に柳葉形磨製

石鏃に代表 されるように、北部九州を渕源 とした文化が伝わ り、次いで前期末 。中期初頭

を大きな画期 として、新たな北部九州系の文物が出現する。それは、陶損、城 ノ越～須次

I式土器、細形石剣、石矛、痛平磨製石鏃、結合式釣針、アフビオコシなどの祭器や漁具

を顕著 とするものであ り、石庖丁、大形石庖丁、石鎌、扶入石斧なども関連するものであ

った。西川津遺跡で、他の遺跡にみ られない遺物の特徴は、結合式釣針やアフビオ コンな

どの九州系の漁具の出上である。なかんず く、結合式釣針は大形の外洋漁業用のものであ

り、これの存在は、九州 と山陰 との交流が、一方においき陸路によるものがあったに して

も、他方において、外海を道 とした海路交通による結びつ きが存在 していたことを示 して

いる。 こうした、海路を基盤 とした歴史的結合が、弥生後期にも引きつがれることは、九

州型石錘大形 B型や隠岐沖海底出上の九州系壷形土器の存在 として立証される。

遺物の性格か らすると、柳葉形磨製石鏃、陶損、細形石剣、石矛、痛平磨製石鏃な どの

祭器や結合式釣針、アワビオコン、九州型石錘などの漁具は、北部九州と山陰の間の地域

性を無視 させる共通形式のものであ り、その間の伝播は より直接的であるといえる。そ し

て、これ らの多 くは、瀬戸内海地方ではあま り発達 しない九州―山陰の独 自のものである
°

一方、石鎌、石庖丁、大形石庖丁などの農耕的生活具は出土量、形態などにおいて、北

部九州 とは間接的結合であ り、遠賀川～響灘地方 と深い親縁性を示 している。 これ らのこ

とか らすると、山陰 と北部九州 との関係は、弥生時代全体を通 して間接、直接の二重性の

中で結ばれていたものとみられる。
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図版 1

溝状遺構 (北側より)

雑■″

溝状遺構 (南側より)
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図版 3

最下層上面 (昭和 60年度調査区)

最下層上面 (昭和 60年度調査区)



図版 4
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図版 5

発掘調査区 北壁

発掘調査区 南壁



図版 6

発掘調査区 南壁

発掘調査区 南壁
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図版 9
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木材の出上状態 (長 さ3.3m)

木材の出土状態 (長 さ3.3m)



図版 10



図版 H

木材の出土状態 (長 さ2.2m)



貝層 I断面

溝状遺構西側土手断面 (縄文時代後・晩潮層)

(同上 )



図版 13

クルミ出土状態

貝層 I断面 木製品出上状態

クルミ出土状態 (細部)

貝層 I断面

貝層 F断面
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図版 16



とI郵国



図版 18
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図版 21

縄文土器
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図版 22
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